
選
挙
活
動
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
考
察

２
０
１
０
年
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
判
決
を
中
心
に

�

雄
一
郎

は
じ
め
に

�．

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
判
決

１．

事
案
の
概
要

２．

審
級
関
係
と
法
廷
意
見
の
概
要

３．

法
廷
意
見P

art
IV

（
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ§

201

と§
311

の
適
用
違
憲
に
つ
い
て
）

�．

各
裁
判
官
の
意
見

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
を
中
心
に
。

１．

「
ロ
バ
ー
ツ
同
意
意
見
」

２．

「
ス
カ
リ
ア
同
意
意
見
」

３．

「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
」

３
―
１．

法
廷
意
見
は
、
本
件
の
審
理
対
象
を
誤
っ
て
い
る
。
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３
―
２．

法
廷
意
見
は
文
面
違
憲
と
適
用
違
憲
を
誤
っ
て
い
る
。

３
―
３．

限
定
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

３
―
４．

企
業
の
言
論
を
禁
止
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

３
―
５．

話
者
を
基
準
と
す
る
区
別
を
法
廷
意
見
は
誇
張
し
て
い
る
。

３
―
６．

法
廷
意
見
は
、
第
一
修
正
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
理
解
が
誤
っ
て
い
る
。

３
―
７．

立
法
府
と
司
法
府
の
解
釈
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

３
―
８．

バ
ッ
ク
レ
ー
と
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

３
―
９．

腐
敗
防
止
と
い
う
利
益
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
間
違
っ
て
い
る
。

３
―
１０．

寄
付
の
見
返
り
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

�．

政
治
活
動
に
関
す
る
連
邦
法
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
先
例
と
な
る
諸
判
決
の
概
要

１．

連
邦
法
の
歴
史
と
Ｆ
Ｅ
Ｃ

２．

ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー

３．

マ
コ
ネ
ル

３
―
１．

事
案
の
概
要

３
―
２．

判
決
の
概
要

３
―
３．

マ
コ
ネ
ル
の
個
別
意
見

４．

オ
ー
ス
テ
ィ
ン

４
―
１．

事
案
の
概
要

４
―
２．

判
決
の
概
要

５．

デ
ー
ビ
ス
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６．

441

（b

）
と
N
R
W
C

７．

441

（b

）
と
M
C
F
L

８．

441

（b

）
と
W
R
T
L

�．

考
察

１．

§
４４１

に
つ
い
て

２．

企
業
と
個
人
の
属
性
に
つ
い
て
の
起
草
者
の
理
解

３．

マ
コ
ネ
ル
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
か
ら
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ま
で

４．

学
説
の
整
理

４
―
１．

バ
ッ
ク
レ
ー
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
関
係

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
裁
判
官
の
意
見

４
―
２．

ベ
ー
ゼ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
―
３．

カ
ー
ラ
ン
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
・
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ

４
―
４．

言
論
の
自
由
に
関
す
る
利
益
団
体
と
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
考
察

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
下
さ
れ
たC

itizen
U
nited

v.
F
E
C

（
以
下

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
（
１
）

ッ
ド
）
と
前
後
す
る
判
決
を

中
心
に
、
選
挙
活
動
と
表
現
の
自
由
に
関
し
て
次
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
う
。

議
会
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
と
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
と
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
。
第
一
に
、
国
家
機
関
相
互
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の
頻
繁
な
対
立
と
衝
突
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
議
会
が
制
定
す
る
連
邦
法
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
が
ほ
ぼ
毎
年
、
合
憲
性

を
審
査
す
る
。
国
民
の
間
に
道
徳
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
な
断
絶
が
生
じ
た
場
合
、
国
家
機
関
相
互
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
て
、
ひ
と

つ
の
解
答
を
提
供
す
る
。
連
邦
議
会
の
制
定
す
る
法
律
を
連
邦
最
高
裁
が
Ｎ
Ｏ
と
い
え
ば
、
連
邦
議
会
は
、
問
題
と
な
る
法
律
を
廃
止
、

修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し
よ
う
と
す
る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
修
正
さ
れ
た
法
律
を
承
認
す
る
か
、
あ
る
い
は
再
び
拒
絶
す
る
か
、

を
自
分
の
目
の
前
に
あ
る
具
体
的
な
事
実
を
通
じ
て
判
断
し
て
い
る
。

第
二
に
、
表
現
の
自
由
に
関
す
る
連
邦
法
は
、
利
益
団
体
の
妥
協
の
産
物
と
し
て
制
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
主
権
者
と
直
結
す
る

代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
議
会
で
連
邦
法
が
制
定
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
必
ず
し
も
主
権
者
に
最
大
限
の
効
用
を
与
え
る
と
は
限
ら
な
い
。

代
表
者
は
主
権
者
の
た
め
に
、
再
選
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
将
来
世
代
の
利
益
の
た
め
に
制
定
法
を
通
過
さ
せ
よ
う
と
活
動
す
る
。

第
三
に
、
本
稿
で
扱
う
選
挙
活
動
に
関
す
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
で
は
、
従
来
の
大
統
領
選
挙
・
予
備
選
挙
と
比
べ
て
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
多
用
さ
れ
、
電
子
上
で
も
候
補
者
を
擁
護
、
あ
る
い
は
批
判
す
る
内
容
が
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
が
あ
る
。

ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
る
草
の
根
的
な
情
報
発
信
を
前
に
し
て
、
従
来
連
邦
法
は
修
正
を
迫
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
廃
棄
し
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
た
な
立
法
が
用
意
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？
連
邦
議
会
は
一
九
七
〇
年
代
の
バ
ッ

ク
レ
ー
以
来
、
ど
の
よ
う
に
選
挙
活
動
を
規
制
し
、
連
邦
最
高
裁
は
連
邦
議
会
の
努
力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
争
点
に
対
し
て
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
を
概
観
し
、
判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
二
つ
の
判
決A

ustin
v.M

ichigan
C
ham
-

ber
of
C
om
m
erce

（
以
下
、
オ
ー
ス
テ
（
２
）

ィ
ン
）
とM

cC
onnellv.F

E
C

（
以
下
、
マ
コ
（
３
）

ネ
ル
）
を
中
心
に
検
討
し
、
他
のF

irst
N
at.

B
ank

of
B
oston

v.
B
ellotti

（
以
下
、
ベ
ロ
ッ
（
４
）

テ
ィ
）、D

avis
v.
F
E
C

（
以
下
、
デ
ー
（
５
）

ビ
ス
）、F

E
C
v.
W
isconsin

R
ight

to

L
ife,
Inc.

（
以
下

（
６
）

W
R
T
L

）、B
uckley

v.
V
aleo

（
以
下
、
バ
ッ
ク
（
７
）

レ
ー
）
他
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
最
後
に
、
こ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
学
説
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
選
挙
活
動
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
日
本
に
お
け
る
憲
法
・
情
報
法
の
議
論
で
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
佐
藤
幸
治

は
、
憲
法
の
物
語
性
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）
を
提
唱
（
８
）

す
る
。
法
律
の
起
草
期
か
ら
今
を
生
き
る
現
代
ま
で
の
物
語
を
記
述
す
る
こ
と
が
憲
法

学
者
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
。
法
律
学
者
の
使
命
は
、
立
法
者
の
制
定
す
る
法
律
、
裁
判
官
が
下
す
判
決
と
一
般
国
民
と
の
間
に
存
在

す
る
奈
落
を
埋
め
る
こ
と
に
あ
る
。

�．

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
判
決

事
件
の
概
要
を
説
明
し
、
審
級
関
係
を
確
認
し
て
か
ら
、
判
決
を
概
観
す
る
。
本
件
で
は
、
非
営
利
団
体
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
が
当
事
者
と
な
っ
た
。D

avid
B
ossie

（
以
下

ボ
ッ
シ
ー
）
が
代
表
を
務
め
て
い
る
本
（
９
）

団
体
は
、
市
民
が
政
府
を
統
制
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
保
守
系
の
団
体
で
あ
る
。
本
団
体
は
、
連
邦
起
草
者
の
思
想
を
現
代
に
復
活
さ
せ
て
、
経
営
の
自
由
、
家
族

の
連
帯
、
政
府
権
力
の
制
限
、
連
邦
主
権
と
安
全
な
ど
を
「
伝
統
的
な
ア
メ
リ
カ
の
重
要
な
価
値
」
と
し
て
尊
重
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
の
映
画
を
痛
烈
に
批
判
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
国
連
参
加
に
反
対
し
、
国
連
か
ら
の
脱
退
も
求
め
て
い
た
り

し
て
い
る
。
本
組
織
に
は
、
映
画
を
製
作
し
て
い
る
部
局
も
存
在
し
て
い
る
。

１．

事
案
の
概
要

当
時
、
上
院
議
員
で
あ
っ
たH

illary
C
linton

（
以
下

ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
）
を
批
判
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
シ
テ
ィ

ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
製
作
し
た
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
（
１０
）

リ
ー
を
有
料
放
送
（
い
わ
ゆ
る
ペ
イ
パ
ー

ビ
ュ
ー
）
の
ダ
イ
レ
ク
テ
ィ
ー
ビ
ィ
ー
（D

irecT
V

）
で
、
二
〇
〇
八
年
大
統
領
選
挙
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
直
前
に
放
送
し
よ
う
と
こ
こ
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ろ
み
た
。
本
番
組
は
ボ
ッ
シ
ー
氏
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
、
関
係
者
の
政
治
家
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
、
大
統
領
候
補
者

で
あ
る
ヒ
ラ
リ
ー
を
九
十
分
に
わ
た
っ
て
批
判
し
て
い
る
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
放
映
す
る

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
も
作
成
し
た
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
Ｆ
Ｅ
Ｃ
（F

ederal
E
lection

C
om
m
ission

以
下
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
っ
て

二
〇
〇
二
年B

ipartisan
C
am
paign

R
eform

A
ct

（
以
下
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
の2

U
.S.C
.§
434

、§
441

（b

）、§
441

（d

）
に
違
反

す
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
次
の
二
つ
を
主
張
し
て
宣
言
的
及
び
一
時
差
止
め
を
求
め
て
出
訴
（
１１
）

し
た
。

第
一
に
、
本
件
の
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
と
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
本
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
。
第
二
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
開
示
及

び
報
告
要
件
は
、
本
件
の
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
と
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
適
用
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
。

一
九
七
一
年
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
（F

ederal
E
lection

C
am
paign

A
ct
of
1971

）
か
ら
二
〇
〇
二
年
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
法
ま
で
の
経
緯
は
第
�
章

で
検
討
す
る
。§

441

（b

）（
電
子
通
信
の
禁
止
規
定
）
に
よ
れ
ば
、
企
業
や
団
体
に
お
い
て
、
通
常
選
挙
の
六
十
日
前
あ
る
い
は
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
の
三
十
日
前
に
五
万
人
以
上
に
対
し
て
、
企
業
の
一
般
財
源
（treasury

funds

）
と
分
離
し
た
独
立
支
出
に
お
い
て
、

連
邦
公
職
候
補
者
を
擁
護
あ
る
い
は
批
判
す
る
電
子
通
信
（electioneering

com
m
unication

）
が
禁
止
さ
れ
る
。「
電
子
通
信
」
と

は
、
地
上
波
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
、
衛
星
放
送
と
い
っ
た
公
的
に
伝
達
さ
れ
る
（publicly

distributed

）
通
信
を
（
１２
）

い
う
。
企
業
や
組
合

は
、
候
補
者
を
明
白
に
擁
護
し
た
り
、
電
子
通
信
し
た
り
す
る
た
め
に
政
治
活
動
委
員
会
（P

A
C
P
olitical

A
ction

C
om
m
ittee

）

を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

§
434

（
報
告
及
び
開
示
要
件
）
は
報
告
及
び
開
示
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
一
年
以
内
に
一
万
ド
ル
以
上
を
支
出
し
て
、
電
子
通

信
を
利
用
す
る
者
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
に
報
告
義
務
を
負
う
。
報
告
内
容
は
、
支
出
す
る
者
、
支
出
額
、
通
信
が
向
け
ら
れ
た
選
挙
、
特
定
の

寄
付
者
の
名
前
で
あ
る
。
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２．

審
級
関
係
と
法
廷
意
見
の
概
要

審
級
関
係
を
確
認
す
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
のA
.R
aym
ond
R
andolph,R

oyce
C
.L
am
berth,R

ichard
W
.

R
oberts

が
審
理
し
た
。
二
〇
〇
八
年
一
月
に
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の
評
価
を
下
げ
よ
う
と
し
て
お
り
、

本
法
に
抵
触
す
る
と
判
断
（
１３
）

し
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
オ
バ
マ
氏
が
民
主
党
の
大
統
領
候
補
者
に
指
名
さ
れ
る
（
１４
）

直
前
、
二
〇
〇
八
年
八
月

に
本
件
を
受
理
し
、
口
頭
弁
論
は
二
〇
〇
九
年
三
月
に
始
ま
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
六
月
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
と
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
両
当
事
者
に
、
次
の
新
た
な
争
点
を
審
理
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
新
た
な
争
点
と
は
、
公
職
候
補
者
を
擁
護
あ
る

い
は
批
判
す
る
「
書
籍
」
が
企
業
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
場
合
、
本
法
の
規
制
す
る
「
明
ら
か
な
擁
護
（express

advocate

）」
に

該
当
す
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
一
月
に
判
決
が
下
さ
れ
た
。

法
廷
意
見
を
ケ
ネ
デ
ィ
が
執
筆
し
た
。
ロ
バ
ー
ツ
、
ス
カ
リ
ア
、
ア
リ
ト
ー
が
同
調
し
た
。
ト
ー
マ
ス
はP

art
IV

（
ヒ
ラ
リ
ー
作

品
に
対
す
る§

311

但
書
表
示
規
定
の
適
用
違
憲
に
つ
い
て
は
後
述
）
を
除
い
て
同
調
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、

ブ
レ
イ
ヤ
ー
、
ソ
ト
マ
イ
ヤ
ー
はP

art
IV

に
同
調
し
た
。
本
判
決
は
三
つ
の
骨
子
か
ら
な
る
。

第
一
に
、
話
者
が
企
業
で
あ
る
と
い
う
属
性
を
基
準
に
し
て
政
治
的
言
論
を
政
府
は
制
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

は
話
者
を
基
準
と
し
た
規
制
の
区
別
を
支
持
し
て
い
る
の
で
、
本
判
決
に
よ
っ
て
破
棄
さ
れ
る
。

第
二
に
、
企
業
が
電
子
通
信
を
利
用
す
る
際
の
企
業
の
分
離
独
立
支
出
を
禁
止
す
る
規
定
は
第
一
修
正
に
反
し
、
違
憲
無
効
で
あ
る
。

マ
コ
ネ
ル
は
、§

441

（b

）
の
下
の§

203

を
支
持
し
た
。
企
業
の
独
立
支
出
に
対
す
る
制
約
を
支
持
し
た
の
で
、
こ
の
点
で
マ
コ
ネ

ル
は
破
棄
さ
れ
る
。

第
三
に
、
報
告
開
示
規
定
は
、
非
営
利
企
業
の
作
品
と
広
告
に
関
す
る
限
り
、
第
一
修
正
に
反
し
な
い
。

こ
の
骨
子
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
判
決
を
概
観
す
る
。
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§
441

（b

）
は
文
面
無
効
で
あ
る
。
本
法
の§

441

（b

）
を
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
に
適
用
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
規

定
は
、
候
補
者
を
明
白
に
擁
護
し
て
い
る
作
品
を
規
制
し
て
い
る
が
、
本
件
で
問
題
と
な
る
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
は
「
明
白
に
擁
護
し
て
」

い
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
定
の
候
補
者
を
擁
護
し
た
り
、
批
判
し
た
り
す
る
よ
う
に
訴
え
る
以
外
に
合
理
的
な
解
釈
が
な

い
と
い
う
場
合
に
、「
明
白
に
擁
護
し
て
い
る
」
と
断
定
さ
れ
る
。
本
件
の
よ
う
に
ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を
通
じ
て
配
信
さ
れ
る
映

画
の
場
合
に§

441

（b

）
は
適
用
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
テ
レ
ビ
の
広
告
ほ
ど
に
政
治
プ
ロ
セ
ス
を

歪
曲
す
る
リ
ス
ク
が
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
個
人
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
る
非
営
利
団
体
の
行
う
政
治
的
表
現
は
本
規
定

の
例
外
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
萎
縮
効
果
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
側
は
、
裁
判
所
の
審
理
上
、
訴
訟
当
事
者
と
し
て

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（
�
章
で
検
討
す
る
）
の
主
張
を
放
棄
し
て
い
な
い
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
側
は
、「
明
白
に
擁
護
し
」
な
い

言
論
に§

441

を
適
用
す
る
こ
と
は
適
用
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
W
R
T
L
（
�
章
で
検
討
す
る
）
に
従
い
、
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
に§

441

を
適
用
す
る
こ
と
の
違
憲
性
を
主
張
し
て
い
た
。
た
と
え
萎
縮
効
果
の
主
張
が
本
法
廷
で
か
り
に
放
棄
さ
れ
た
と
し
て
も
、
第
一

審
が
こ
の
争
点
を
扱
っ
た
た
め
、
本
法
廷
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と§

441

（b

）
の
文
面
上
の
合
憲
性
を
再
考
す
る
資
格
が
あ
る
。
訴
訟

の
全
過
程
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
が
言
論
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
法
廷
に
提
出

さ
れ
る
主
張
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
救
済
が
可
能
か
、
を
裁
判
所
は
審
理
す
る
。
訴
訟
当
事
者
が
自
由
勝
手
に
裁
判
所
の
審
理
を
禁
止

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
側
は
、
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
は
電
子
通
信
に
該
当
せ
ず§

441

は
適
用
さ

れ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
が
維
持
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
本
法
廷
は
、§

441

の
文
面
上
の
合
憲
性
を
審
査
で
き
な

い
と
は
い
え
な
い
。
次
の
理
由
か
ら§

441

（b

）
の
引
き
起
こ
す
萎
縮
効
果
は
認
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
訴
訟
上
の
立
場
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
不
確
実
性
で
あ
る
。
第
二
に
、
不
適
切
な
解
釈
に
よ
っ
て
生
じ
る
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政
府
の
地
位
に
つ
き
、§

441

（b

）
の
適
用
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
か
な
り
の
時
間
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
第
三
に
、
選
挙
プ

ロ
セ
ス
の
廉
潔
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
言
論
そ
れ
自
体
が
重
要
で
あ
り
、
い
か
な
る
言
論
で
あ
っ
て
も
、
政
治
的
言
論
を
規
制
す
る

た
め
に
制
定
さ
れ
た
規
則
の
適
用
範
囲
に
入
れ
ば
、
萎
縮
効
果
を
受
け
る
。

本
件
で
問
題
と
な
る
規
制
枠
組
み
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
事
前
抑
制
に
は
該
当
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
案
が

複
雑
で
あ
り
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
判
断
を
裁
判
所
が
尊
重
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
側
は
、
刑
事
訴
追
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
脅
威
を
前
も
っ
て
避
け
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
法
執
行
に
対
し
て
抗
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
な
費
用
を
回
避
す
る
た
め

に
、
あ
ら
か
じ
め
Ｆ
Ｅ
Ｃ
に
許
可
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
制
限
は
、
事
実
上
、
第
一
修
正
の
禁
止
す
る
事
前
抑
制
と
し
て

機
能
す
る
。
言
論
に
対
す
る
萎
縮
効
果
が
規
制
に
よ
っ
て
続
く
の
で
あ
れ
ば
、
文
面
無
効
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

Ｆ
Ｅ
Ｃ
側
に
、
企
業
の
一
般
財
源
と
分
離
し
た
独
立
支
出
を
制
限
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
根
拠
が
見
当
た
ら
な
い
。§

441

（b

）
の

制
限
は
文
面
無
効
で
あ
り
、
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
に
適
用
さ
れ
な
い
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

203

（
企
業
の
独
立
支
出
禁
止
規
定
）
の
延
長
と
し

て
の§

441

を
支
持
し
た
マ
コ
ネ
ル
の
判
断
の
一
部
は
破
棄
さ
れ
る
。

§
441

（b

）
は
、
刑
事
制
裁
を
伴
う
禁
止
規
定
で
あ
る
。
企
業
は
政
治
活
動
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
企
業
と
政
治
活

動
委
員
会
が
別
個
の
関
係
で
あ
っ
て
も
刑
事
制
裁
を
伴
う
禁
止
規
定
の
適
用
下
に
あ
る
。

（
１５
）

W
R
T
L
に
従
い
、§

441

に
は
厳
格
審
査

が
妥
当
す
る
。
政
府
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
と
そ
の
利
益
を
達
成
す
る
手
段
が
狭
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
特
定
の
話
者
を
優
遇
す
る
よ
う
な
法
は
違
憲
無
効
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
政
治
的
言
論
の
文
脈
で
、
政
府
は
特
定
の
話

者
を
優
遇
、
冷
遇
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
と
バ
ッ
ク
レ
ー
に
対
し
て
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
矛
盾
す
る
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
従
え
ば
、
第
一
修
正
は
企
業
の
政
治
的

言
論
に
も
保
障
さ
（
１６
）

れ
る
。
一
九
七
一
年
連
邦
選
挙
運
動
法
に
関
す
る
判
断
に
お
い
て
、
バ
ッ
ク
レ
ー
は
候
補
者
に
対
す
る
直
接
の
寄
付
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を
制
限
す
る
（
１７
）

規
定
を
支
持
し
た
。
し
か
し
、
個
人
、
組
合
、
企
業
の
支
出
を
制
限
す
る
（
１８
）

規
定
は
違
憲
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
な
ぜ

な
ら
企
業
の
支
出
を
制
限
す
る
規
定
は
、
個
人
、
企
業
、
組
合
に
適
用
さ
れ
、
選
挙
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
腐
敗
の
現
実
あ
る
い
は
外
観

（quid
pro
quo
corruption

）
を
除
去
す
る
重
要
な
政
府
利
益
に
資
す
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
件
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
バ
ッ
ク
レ
ー
は
、
企
業
や
組
合
の
分
離
独
立
し
た
支
出
を
禁
止
す
る§

610

、
現
在
の§

441

（b

）
を

審
理
し
て
い
な
い
が
、
も
し
バ
ッ
ク
レ
ー
の
後
に
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
先
例
の
理
由
づ
け
と
し

て
調
和
（squared

w
ith

）
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
バ
ッ
ク
レ
ー
は
「
過
度
に
広
範
ゆ
え
に
無
効
」
の
理
論
を
提
示
し
て
お
り
、
も
し

支
出
制
限
規
定
が
個
人
で
な
く
企
業
や
組
合
に
適
用
さ
れ
て
い
れ
ば
合
憲
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
を
判
断
し
な
か
っ
た
。

バ
ッ
ク
レ
ー
の
後
、
連
邦
議
会
は
、§

610

の
企
業
と
組
合
支
出
禁
止
規
定
を441

（b

）
へ
と
改
正
し
た
。
バ
ッ
ク
レ
ー
後
の
ベ
ロ
ッ

テ
ィ
ー
は
、
話
者
が
企
業
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
政
治
的
言
論
を
規
制
で
き
な
い
、
と
判
断
し
た
。
次
の
よ
う
な
新
し
い
政
府
利

益
を
認
め
て
バ
ッ
ク
レ
ー
と
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
で
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
以
降
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
ま
で
、
連
邦
最
高
裁
は

企
業
の
独
立
支
出
を
支
持
し
て
き
た
。

「
ミ
シ
ガ
ン
州
法
は
、
政
治
的
舞
台
に
お
け
る
別
の
種
類
の
腐
敗
を
目
的
と
し
て
い
る
。
企
業
と
い
う
形
態
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ

た
富
の
集
合
の
持
つ
腐
敗
的
お
よ
び
歪
曲
の
効
果
（corrosive

and
distorting

effects

）
で
あ
り
、
企
業
の
富
で
あ
る
。
企
業

の
政
治
的
理
想
を
公
衆
が
支
持
す
る
こ
と
と
何
ら
関
連
性
を
持
た
（
１９
）

な
い
」。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
破
棄
さ
れ
る
。
本
法
廷
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
以
前
の
判
決
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
以
降
の
判
決
と
い
う
矛
盾
す
る
判
決

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
以
前
は
、
話
者
の
属
性
に
よ
る
制
限
を
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
以
降
は
話
者
の
属
性
に
よ
る
制
限
が
支
持
さ
れ
て
き
た
。

第
一
修
正
は
、
連
邦
議
会
が
市
民
、
組
織
が
政
治
的
活
動
に
従
事
す
る
行
為
に
刑
事
制
裁
を
与
え
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
し
か
し
、
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オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
「
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
歪
曲
を
防
止
す
る
」
と
い
う
主
張
に
よ
れ
ば
、
話
者
が
企
業
と
い
う
形
態
を
と
る
の
だ
か
ら
、

政
府
は
政
治
的
言
論
を
禁
止
で
き
る
だ
ろ
う
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
従
え
ば
民
主
主
義
決
定
に
政
治
的
言
論
は
不
可
欠
で
あ
り
、
企
業
か

ら
言
論
が
発
言
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
保
障
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
矛
盾
す
る
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
企
業
が
経
済
市
場
に
お
い
て
蓄
積
し
た
資
源
を
用
い
て
、
政
治
市
場
に
お
い
て
不
当
な
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
と
い
う
趣
旨
に
立
脚
し
て
い
る
。
バ
ッ
ク
レ
ー
に
よ
れ
ば
、
公
的
議
論
に
従
事
す
る
話
者
の
資
力
の
大
小
に
よ
っ
て
、
第
一

修
正
の
保
障
は
変
わ
ら
な
い
。

デ
ー
（
２０
）

ビ
ス
は
、
候
補
者
が
自
分
自
身
の
特
定
の
資
金
源
か
ら
支
出
し
た
場
合
、
対
立
す
る
候
補
者
に
寄
付
制
限
の
上
限
を
高
く
設
定

す
る
と
い
う
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
規
定
（
い
わ
ゆ
る
ミ
リ
オ
ネ
ア
規
定
）
に
違
憲
無
効
の
判
断
を
下
し
た
。
よ
っ
て
、
企
業
の
特
別
な
立
場
（
た

と
え
ば
有
限
責
任
）
を
根
拠
に
し
て
裕
福
な
個
人
と
企
業
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
法
が
言
論
を
禁
止
す
る
根
拠
と
し
て
は
不
十
分
で
あ

る
。オ

ー
ス
テ
ィ
ン
の
示
し
た
「
企
業
の
資
金
と
企
業
の
政
治
的
理
想
を
公
衆
が
支
持
し
な
い
」
と
い
う
点
は
第
一
修
正
の
問
題
で
は
な

い
。
あ
ら
ゆ
る
話
者
は
、
個
人
で
あ
ろ
う
と
、
メ
デ
ィ
ア
で
あ
ろ
う
と
、
経
済
的
市
場
で
蓄
積
さ
れ
た
資
金
を
利
用
し
て
、
自
分
の
発

言
を
財
政
的
に
支
援
で
き
る
。

連
邦
議
会
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
従
い
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
歪
曲
防
止
理
論
に
立
脚
し
て
メ
デ
ィ
ア
企
業
の
政
治
的
言
論
を
禁
止
し
て

い
た
。
現
在
の§

441

（b

）
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
述
べ
た
「
企
業
の
政
治
的
理
想
を
公
衆
が
支
持
す
る
か
ど
う

か
」
は
第
一
修
正
の
問
題
で
は
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
企
業
と
そ
れ
以
外
の
企
業
と
い
う
異
な
っ
た
扱
い
は
第
一
修
正
に
抵
触
す
る
。
ま
た

第
一
修
正
の
起
草
期
の
理
解
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
企
業
の
言
論
を
制
限
で
き
た
と
い
う
見
解
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見

後
述
）
も

支
持
さ
れ
な
い
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
言
及
し
た
「
開
か
れ
た
（
思
想
の
）
市
場
」
は
営
利
団
体
、
非
営
利
団
体
、
大
小
の
企
業
の
言
論
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を
抑
圧
（
２１
）

す
る
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
企
業
の
政
治
的
言
論
は
、
腐
敗
や
腐
敗
の
外
観
を
防
ぐ
た
め
に
禁
止
さ
れ
う
る
と
い
う
。
バ
ッ
ク
レ
ー
は
、
こ

の
理
由
づ
け
が
寄
付
制
限
を
支
持
す
る
の
に
「
十
分
に
重
要
」
で
あ
る
が
、
支
出
制
限
を
支
持
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

本
法
廷
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
の
こ
の
理
由
づ
け
を
採
用
し
な
い
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
の
脚
注
は
、
意
図
的
に
、
こ
の
問
題
に
解
答
を
与
え
て

い
な
い
。

本
法
廷
は
、
企
業
に
よ
る
分
離
財
源
か
ら
の
独
立
支
出
は
腐
敗
や
腐
敗
の
外
観
を
与
え
な
い
と
判
断
す
る
。
候
補
者
に
対
す
る
ア
ク

セ
ス
を
持
っ
て
い
た
り
、
候
補
者
に
影
響
を
与
え
た
り
す
る
話
者
の
存
在
が
あ
っ
て
も
、
候
補
者
が
必
ず
し
も
腐
敗
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
影
響
や
ア
ク
セ
ス
の
外
観
も
民
主
主
義
に
お
け
る
有
権
者
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
な
い
だ
（
２２
）

ろ
う
。

企
業
の
言
論
を
い
や
お
う
な
し
に
株
主
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
の
だ
、
と
政
府
は
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
、

歪
曲
禁
止
理
論
と
同
様
に
、
メ
デ
ィ
ア
企
業
に
対
し
て
す
ら
、
政
治
的
言
論
を
禁
止
す
る
口
実
を
政
府
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
法

は
、
過
少
包
摂
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
特
定
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
選
挙
の
三
十
日
あ
る
い
は
六
十
日
前
に
支
出
す
る
行
為
に
つ
い
て

反
対
す
る
株
主
の
利
益
を
守
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
過
大
包
摂
で
も
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
を
対
象
と
し
て
お
り
、

株
主
も
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

§
441

（b

）
は
、
海
外
の
資
本
や
株
主
に
支
配
さ
れ
る
企
業
や
組
合
に
限
定
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
た
と
え
、
政
府
の
政
治
プ
ロ
セ

ス
に
対
す
る
外
国
の
影
響
を
制
限
す
る
と
い
う
政
府
の
利
益
が
か
り
に
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
過
度
に
広
範
ゆ
え
に
無
効
で
あ
ろ
う
。

先
例
拘
束
性
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
バ
ッ
ク
レ
ー
や
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
と
矛
盾
す
る
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
破
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。
政

治
的
言
論
は
こ
の
国
に
深
く
染
み
つ
い
て
お
り
、
話
者
は
選
挙
活
動
規
制
法
以
外
に
政
治
的
言
論
を
発
信
す
る
方
法
を
有
し
て
い
る
。

技
術
が
急
速
に
変
化
し
て
も
、
言
論
の
自
由
の
概
念
は
、
特
定
の
メ
デ
ィ
ア
の
特
定
の
話
者
の
言
論
を
制
限
す
る
法
律
と
矛
盾
す
る
だ
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ろ
う
。
本
法
廷
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
と
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
回
帰
す
る
。
政
府
は
、
政
治
的
言
論
を
話
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
根
拠
に

制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。
営
利
あ
る
い
は
非
営
利
企
業
の
政
治
的
言
論
の
制
限
を
支
持
す
る
に
は
政
府
の
利
益
は
不
十
分
で
あ
る
。

３．

法
廷
意
見P

art
IV

（
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ§

２０１

と§
３１１

の
適
用
違
憲
に
つ
い
て
）

P
art
IV

で
は
、
当
該
広
告
の
内
容
の
責
任
者
を
明
示
す
る
但
書
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
但
書
表
示
規
定
）
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の

§
311

が
問
題
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

201

、§
311

を
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
及
び
そ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
適
用
す
る
こ
と
は
合
憲
で
あ

る
。
法
廷
意
見
の
う
ち
のP

art
IV

に
つ
い
て
、
ト
ー
マ
ス
を
除
い
て
全
員
が
同
調
し
た
。

§
311

（
但
書
表
示
規
定
）
に
よ
れ
ば
、
表
示
さ
れ
る
文
言
は
、
明
白
に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（clearly

spoken
m
anner

）、

少
な
く
と
も
四
秒
間
、
候
補
者
や
候
補
者
の
委
員
会
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
広
告
を
財
政
的
に
援
助
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
名
前
と
ア
ド
レ
ス
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
判
読
で
き
る
よ
う
に
表
示
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

§
201

（
報
告
開
示
規
定
）
に
よ
れ
ば
、
一
年
間
に
電
子
的
に
伝
達
す
る
行
為
に
一
万
ド
ル
以
上
支
出
す
る
者
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
に
報
告

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
報
告
書
は
、
支
出
を
行
う
者
、
支
出
額
、
広
告
が
対
象
と
す
る
選
挙
、
特
定
候
補
者
の
名
前
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
へ
の
適
用
違
憲
を
主
張
し
た
。
た
し
か
に
、
報
告
開
示
規
定
は
、
話
者
に
負
担
に

働
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
選
挙
運
動
に
関
連
す
る
活
動
に
上
限
を
設
定
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
話
者
の
発
言
を
禁
止
し
て
い

な
い
。
バ
ッ
ク
レ
ー
に
従
え
ば
、
報
告
及
び
開
示
規
定
は
、
選
挙
に
関
連
す
る
支
出
源
の
情
報
を
有
権
者
に
提
供
す
る
と
い
う
意
味
で

支
持
さ
れ
る
。
マ
コ
ネ
ル
は
、
こ
の
利
益
を
支
持
し
て
、§

201

と§
311

の
文
面
無
効
の
主
張
を
退
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
開

示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脅
威
、
い
や
が
ら
せ
、
報
復
を
政
府
公
職
者
や
私
人
か
ら
受
け
る
と
い
う
合
理
的
な
蓋
然
性
（reason-
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able
probability

）
を
立
証
で
き
れ
ば
、
適
用
違
憲
の
主
張
は
審
理
の
対
象
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

報
告
開
示
規
定
は
、
本
件
で
は
文
面
及
び
適
用
合
憲
で
あ
る
。
本
件
で
問
題
と
な
る
行
為
は
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
定
義
す
る
「
電
子
通
信
」

に
該
当
す
る
。
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
上
院
議
員
を
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の
直
前
に
言
及
し
て
、
侮
蔑
的
に
表
現
し
て
い
る
。
マ
コ
ネ
ル

に
従
い
、§

311

に
よ
っ
て
選
挙
に
情
報
が
提
供
さ
れ
、
有
権
者
は
話
者
が
誰
な
の
か
、
と
い
う
情
報
を
得
る
。
こ
の
点
は
、
バ
ッ
ク

レ
ー
に
よ
っ
て
支
持
さ
（
２３
）

れ
る
。
少
な
く
と
も
広
告
が
候
補
者
や
政
党
か
ら
助
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
混

乱
を
回
避
し
て
い
る
。§

311

は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
広
告
を
対
象
に
し
て
お
り
、
印
刷
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
対
象
に
し
て
い

な
い
、
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、§

311

が
集
団
の
言
論
の
質
と
影
響
力
を
低
下
さ
せ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
主
張
は
マ
コ
ネ
ル
で
否
定
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、§

201

は
、
独
立
支
出
の
制
限
に
つ

い
て
の
W
R
T
L
の
テ
ス
ト
に
従
い
、
明
白
な
擁
護
と
機
能
上
、
同
等
で
あ
る
言
論
に
限
定
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
（
２４
）

い
る
が
本
法
廷

は
こ
れ
を
支
持
し
な
い
。

§
201

は
、
包
括
的
な
言
論
規
制
と
比
べ
て
よ
り
制
限
的
で
な
い
方
法
で
あ
る
。
本
規
定
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
や
マ
コ
ネ
ル
で
も
支
持

さ
れ
た
。
政
治
と
い
う
市
場
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
利
益
で
は
、§

201

を
広
告
に
適
用
す
る
の
に
十
分
で
な
い
と
シ

テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
主
張
す
る
。
但
書
規
定
に
つ
い
て
も
類
似
の
主
張
が
あ
っ
た
が
、
本
法
廷
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
開
示
規
定
は
報
復
を
恐
れ
て
、
寄
付
を
萎
縮
さ
せ
る
、
と
主
張
す
る
が
、
構
成
員
が
そ

の
類
の
脅
迫
、
い
や
が
ら
せ
、
報
復
を
受
け
た
と
言
う
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
以
上
か
ら
、§

201

、§
311

は
合
憲
で
あ
り
、
ヒ
ラ

リ
ー
氏
の
広
告
に
適
用
す
る
こ
と
は
合
憲
で
あ
る
。
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�．

各
裁
判
官
の
意
見

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
を
中
心
に
。

補
足
同
意
意
見
を
ロ
バ
ー
ツ
と
ア
リ
ト
ー
が
個
別
に
執
筆
し
た
。
ス
カ
リ
ア
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
、
ト
ー
マ
ス
が
部
分
的
に
そ
れ
ぞ

れ
に
同
調
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
長
大
な
反
対
意
見
に
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
ブ
レ
イ
ヤ
ー
、
ソ
ト
マ
イ
ヤ
ー
が
部
分
的
に
同
調
し

た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
に
至
る
諸
判
決
と
連
邦
法
を
考
察
し
て
お
り
、
次
章
で
の
検
討
に

必
要
な
た
め
に
特
に
詳
細
に
概
括
し
て
お
く
。

１．

「
ロ
バ
ー
ツ
同
意
意
見
」

ロ
バ
ー
ツ
同
意
意
見
に
ア
リ
ト
ー
が
同
調
し
た
。
Ｆ
Ｅ
Ｃ
は
、
政
治
的
言
論
に
つ
い
て
の
直
接
的
規
制
を
支
持
す
る
よ
う
に
求
め
て

い
る
。
し
か
し
、
第
一
修
正
は
、
検
閲
を
禁
止
し
、
公
的
関
心
事
に
有
益
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る

メ
デ
ィ
ア
を
重
視
す
る
。
法
廷
意
見
は
、
第
一
修
正
は
個
人
以
外
に
法
人
、
団
体
も
保
障
し
て
い
る
と
い
う
。
以
上
の
点
に
は
法
廷
意

見
に
賛
同
す
る
が
、
司
法
の
自
制
と
先
例
拘
束
性
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

ア
シ
ュ
ワ
ン
ダ
ー
ル
（
２５
）

ー
ル
に
従
い
、
本
件
で
は
限
定
解
釈
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
争
点
が
あ
る
。
限
定
解
釈
を
支
持

す
る
意
見
が
多
数
と
反
対
意
見
を
構
成
し
て
い
る
。
法
廷
意
見
は
判
例
を
狭
く
と
ら
え
て
い
る
が
憲
法
上
の
広
範
な
争
点
を
回
避
し
、

審
理
す
る
事
件
だ
け
に
判
断
を
限
定
す
る
点
で
賛
同
で
き
る
。
し
か
し
、
反
対
意
見
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

ま
た
、
先
例
拘
束
性
は
、
平
等
、
予
測
可
能
性
、
首
尾
一
貫
性
を
確
保
す
る
一
方
、
機
会
的
で
画
一
的
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
先
例

拘
束
性
は
政
策
問
題
で
あ
り
、
先
例
と
し
て
の
価
値
を
審
理
す
る
際
、
過
去
の
判
決
を
一
方
に
置
き
、
過
去
の
判
決
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
、
を
他
方
に
置
い
て
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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本
件
で
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
破
棄
し
た
法
廷
意
見
に
賛
同
す
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
の
示
し
た
候
補
者
へ
の
支
出

と
独
立
支
出
の
区
分
を
不
注
意
に
も
越
え
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
バ
ッ
ク
レ
ー
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
と
矛
盾
し
、
逸
脱
し
て

お
り
、
射
程
が
広
範
な
判
決
で
あ
る
。
平
等
を
名
目
に
し
て
、
話
者
の
属
性
を
理
由
に
、
政
治
的
言
論
を
制
限
す
る
権
限
を
政
府
に
与

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
深
刻
に
と
ら
え
れ
ば
、
新
聞
や
他
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
に
も
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２．

「
ス
カ
リ
ア
同
意
意
見
」

ス
カ
リ
ア
の
同
意
意
見
に
、
ア
リ
ト
ー
、
ト
ー
マ
ス
が
部
分
的
に
同
調
し
た
。
ス
カ
リ
ア
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
主
張
に
応
答
す

る
。
今
日
の
第
一
修
正
の
理
解
は
、
起
草
者
の
理
解
を
越
え
て
い
る
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
は
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ス

カ
リ
ア
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
人
の
集
合
体
で
あ
る
組
織
や
団
体
は
第
一
修
正
の
享
有
主
体
で
は
な
か
っ
た
が
、
性
質
上
、

団
体
は
そ
の
権
利
を
追
求
で
き
て
い
た
。
団
体
の
主
張
す
る
利
益
が
検
閲
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ

反
対
意
見
は
証
拠
を
提
出
し
て
い
な
い
。

第
一
修
正
は
、
言
論
の
主
体
（speaker

）
で
は
な
く
、
言
論
そ
の
も
の
（speech

）
を
保
障
し
て
い
る
。
第
一
修
正
の
文
言
は
、

特
定
の
話
者
を
基
準
に
し
て
、
そ
の
保
障
か
ら
排
除
し
て
い
な
い
。
大
統
領
候
補
者
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
は
、
政
治
的

言
論
の
核
心
で
あ
る
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
従
え
ば
、
企
業
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
言
論
の
性
質
が
変
わ
る
も
の
で

は
な
い
。

３．

「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
」

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
反
対
意
見
を
執
筆
し
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
ブ
レ
イ
ヤ
ー
、
ソ
ト
マ
イ
ヤ
ー
が
部
分
的
に
同
調
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
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ブ
ン
ズ
反
対
意
見
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
開
示
及
び
報
告
規
定
、
法
廷
意
見
のP
art

IV

に
賛
同
す
る
が
、
法
廷
意
見
の
理
由
づ
け
に
反
対

し
て
い
る
。
彼
は
一
審
判
決
を
支
持
し
て
い
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
ど
の
よ
う
に
電
子
通
信
を
助
成
で
き
る
か
ど
う
か
、
が
争
点
で
あ
り
、
シ
テ
ィ
ズ
ン

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
電
子
通
信
を
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
争
点
で
は
な
い
、
と
い
う
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
政
治
活
動

委
員
会
を
運
営
す
る
裕
福
な
非
営
利
法
人
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
を
促
進
す
る
場
所
や
時
期
は

問
題
と
な
ら
な
い
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の
三
十
日
前
よ
り
も
前
に
資
金
を
無
制
限
に
用
い
て
、
ヒ
ラ

リ
ー
作
品
を
放
映
で
き
た
の
に
し
な
か
っ
た
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
も
他
の
企
業
の
言
論
も
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

３
―
１．

法
廷
意
見
は
、
本
件
の
審
理
対
象
を
誤
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

20３

（
企
業
の
独
立
支
出
禁
止
）
は
、
企
業
の
支
出
を
個
人
よ
り
も
厳
し
く
扱
っ
て
い
る
点
で
文
面
無
効
で
あ
る
と

法
廷
意
見
は
判
断
し
て
い
る
。
本
件
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
マ
コ
ネ
ル
を
再
審
理
す
る
こ
と
が
審
理
の
対
象
で
あ
る
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
側
は
、
地
裁
の
段
階
で
文
面
無
効
の
主
張
を
捨
て
て
お
り
、
地
裁
は
、
司
法
の
自
制
を
理
由
に
審
理
し
た
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、§
203

の
適
用
違
憲
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
破
棄
を
求
め
た
。
な
に
ゆ
え
法
廷
意
見
は
、
当
事
者
の
主
張
し
て
い
な
い

争
点
を
判
断
し
た
の
か
？
こ
の
点
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
説
明
し
て
い
な
い
。

３
―
２．

法
廷
意
見
は
文
面
違
憲
と
適
用
違
憲
を
誤
っ
て
い
る
。

文
面
違
憲
よ
り
も
必
要
な
範
囲
だ
け
に
適
用
違
憲
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
の
が
最
高
裁
の
役
割
で
あ
る
。
法
廷
意
見
は§

203

の
文

面
無
効
を
示
し
て
い
る
が
、
適
用
違
憲
を
文
面
無
効
に
変
え
て
判
断
し
て
い
る
。
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不
必
要
な
文
面
無
効
の
判
断
は
司
法
の
自
制
の
法
理
と
矛
盾
す
る
。
司
法
府
は
、
不
必
要
な
問
題
を
あ
ら
か
じ
め
予
期
し
て
判
断
を

く
だ
す
べ
き
で
は
な
い
。
法
廷
意
見
は
、
企
業
や
組
合
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
役
割
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
連
邦
議
会
に
対
し
て

メ
ス
と
い
う
よ
り
も
ス
レ
ッ
ジ
ハ
ン
マ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
も
し
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
文
面
無
効
の
主
張
を
し
て
い

れ
ば
、§

203

の
適
用
違
憲
を
判
断
す
る
余
地
は
な
く
、
当
事
者
は
通
常
の
審
理
を
通
じ
て
、
企
業
や
組
合
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
点
で

§
203

の
現
実
の
影
響
と
な
る
負
担
と
便
益
を
主
張
し
た
だ
ろ
う
。

議
会
は
、
以
前
の
最
高
裁
の
判
断
を
尊
重
し
て
本
法
を
立
法
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
努
力
を
無
視
し
て
法
廷
意
見
が
、
ど
の
よ
う

に§
203

が
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
以
外
の
団
体
に
影
響
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
証
拠
を
欠
い
た
ま
ま
判
断
す
る
の
は
妥
当
で
は

な
い
。

第
一
修
正
は
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
で
判
断
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
議
会
の
判
断
を
裁
判
所
は
尊
重
す
る
。
こ
の
原
則
を
外
れ
て
、
議

会
の
判
断
を
例
外
的
に
判
断
す
る
だ
け
の
複
雑
性
を
本
件
は
備
え
て
い
な
い
。
規
制
枠
組
み
に
対
し
て
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、

規
制
の
境
界
に
お
い
て
予
想
さ
れ
な
い
争
点
を
生
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
件
に
お
け
る
電
子
通
信
は
、
本
件
を
特
別
化
し
て
い
な
い
。

適
用
違
憲
の
争
点
に
つ
い
て
、
特
定
の
問
題
に
予
想
さ
れ
な
い
争
点
が
途
中
で
浮
上
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
文
面
無
効
に
な
じ
む

と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
。

法
廷
意
見
は
、
も
し
通
常
の
適
用
違
憲
の
争
点
だ
け
を
審
理
す
る
手
続
を
す
す
め
れ
ば
、
第
一
修
正
の
権
利
に
抵
触
す
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
。
将
来
に
司
法
の
誤
審
に
な
り
、
障
害
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
司
法
府
が
将
来
に
向
け
て
法
を
語
る
こ
と

は
な
い
。
法
廷
意
見
は
、
文
面
無
効
の
判
断
が
、
保
護
さ
れ
る
言
論
に
萎
縮
効
果
を
及
ぼ
す
と
主
張
す
る
。
企
業
の
支
出
の
う
ち
ど
の

タ
イ
プ
が
保
護
さ
れ
る
言
論
に
該
当
し
、
ど
の
程
度
保
護
さ
れ
る
か
、
と
い
う
争
点
は
、
企
業
が
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
検
閲
に
よ
っ
て
活
動
を

静
止
す
る
（quiescence

）
と
い
う
主
張
に
基
づ
い
て
い
る
。
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
妥
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
W
R
T
L
以
降
、
企
業
の
通
信
は§

203

に
従
い
、
特
定
の
候
補
者

を
擁
護
あ
る
い
は
批
判
す
る
よ
う
に
投
票
を
促
す
以
外
に
合
理
的
な
解
釈
が
見
当
た
ら
な
い
と
言
う
場
合
に
の
み§

203

が
適
用
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

法
廷
意
見
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
側
が
文
面
無
効
の
判
断
を
破
棄
し
た
と
し
て
も
、
裁
判
所
の
審
理
対
象
で
あ
る
、
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
廷
意
見
は
、
文
面
違
憲
と
適
用
違
憲
の
問
題
の
他
に
、
裁
判
所
と
訴
訟
当
事
者
の
関
係
に
衝
撃
を
与
え
る

も
の
で
（
２６
）

あ
る
。

最
後
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
適
用
違
憲
の
主
張
は
、
当
法
廷
が
再
審
理
を
命
じ
る
ま
で
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

301

は
ビ
デ
オ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
適
用
さ
れ
な
い
、
税
法
上
優
遇
さ
れ
る
非
営
利
団
体
は
排
除
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
主
張
を
受

け
入
れ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も§
２０３
が
他
の
放
送
や
、
他
の
企
業
や
組
合
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
二
十
ヵ
月
前
に
判
断
し
た
争
点
を
法
廷
意
見
が
蒸
し
返
す
正
当
な
理
由
が
存
在
し
な
い
。

３
―
３．

限
定
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

法
廷
意
見
は
、
必
要
な
争
点
だ
け
を
裁
判
所
は
判
断
す
る
と
言
う
司
法
プ
ロ
セ
ス
の
心
臓
（cardial

）
と
な
る
原
理
を
越
え
て
、
新

た
な
文
面
無
効
を
と
り
い
れ
た
。

第
一
に
、
法
廷
意
見
は
制
定
法
に
対
し
て
、「
映
画
が
ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を
通
じ
て
配
信
さ
れ
る
行
為
が
、§

203

の
電
子
通
信

に
該
当
し
な
い
」、
と
判
断
で
き
た
は
ず
な
の
に
し
な
か
っ
た
。§

203

の
文
言
は
「
通
信
」
を
地
上
波
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
、
衛
星
放
送

に
限
定
し
て
（
２７
）

い
る
。

第
二
に
、
議
会
が
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
を
起
草
し
て
い
る
当
時
、
ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
未
発
達
で
、
立
法
者
は
、
テ
レ
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ビ
や
ラ
ジ
オ
で
放
映
さ
れ
る
種
類
の
広
告
に
注
目
し
て
い
た
。
立
法
当
時
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
を
擁
護
す
る
人
々
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
は
ビ
デ

オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
法
廷
意
見
は
見
逃
し
て
い
る
。

第
三
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
M
C
F
L
の
適
用
除
外
が
問
題
と
な
る
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
M
C
F
L
は

規
制
の
対
象
外
で
あ
る
団
体
と
類
似
し
て
い
る
点
を
法
廷
意
見
は
見
逃
し
て
い
る
。
話
者
（speaker

）
も
言
論
（speech

）
も
そ
れ

ぞ
れ
規
制
の
対
象
と
な
る
と
い
う
斬
新
な
理
論
を
と
ら
な
く
て
も
、
法
廷
意
見
は
判
断
を
限
定
で
き
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
の
に
し
な

か
っ
た
。

第
四
に
、
法
廷
意
見
は
、
先
例
拘
束
性
に
抵
触
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
破
棄
す
べ
き
根
拠
が
欠
け
て
い
る
。

３
―
４．

企
業
の
言
論
を
禁
止
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

「
企
業
の
言
論
」
と
い
う
範
疇
を
設
定
す
る
こ
と
の
説
明
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
根
拠
を
誤
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
マ
コ
ネ

ル
で
支
持
さ
れ
た
法
律
は
、
あ
ら
ゆ
る
言
論
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
活
動
委
員
会
、
政
治
目
的
で
企
業
に
よ
っ
て
個

別
に
設
立
さ
れ
た
基
金
を
対
象
外
と
し
て
い
る
。
一
般
財
源
と
分
離
し
て
資
金
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
や
組
合
は
、

「
明
白
な
擁
護
」
に
従
事
す
る
機
会
を
得
て
い
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
株
主
と
そ
の
家
族
、
重
役
や
管
理
職
と
そ
の
家
族

は
、
自
分
の
資
金
を
電
子
通
信
に
費
や
す
た
め
に
貯
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
や
政
治
活
動
委
員
会
は
十
億
ド
ル
近
い
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
政
治
活
動
委
員
会
の
管
理
、
但
書
、
開
示
及
び
報

告
規
定
を
遵
守
す
る
と
い
う
運
営
上
の
負
担
を
伴
う
。
法
廷
意
見
は
、
こ
の
負
担
を
憂
慮
す
る
が
、
負
担
の
中
身
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

自
然
人
同
様
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
株
主
も
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
マ
コ
ネ
ル
に
従
え
ば
、
企
業
を
離
れ
て
自
由
に
電
子
通
信
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
マ
コ
ネ
ル
が
将
来
に
残
し
た
問
題
は
、
企
業
の
政
治
的
言
論
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

203

は
、
通
常
の
広
告
に

は
適
用
さ
れ
な
い
。§

203

は
、
公
共
の
議
論
を
支
え
る
メ
デ
ィ
ア
企
業
の
ニ
ュ
ー
ス
、
コ
メ
ン
タ
リ
ー
、
定
期
刊
行
物
を
適
用
除
外

と
し
て
い
る
。
選
挙
案
内
、
投
票
記
録
、
選
挙
登
録
や
投
票
に
つ
い
て
同
業
の
団
体
を
通
じ
て
配
布
す
る
政
治
活
動
委
員
会
を
企
業
が

助
成
す
る
行
為
に
制
限
を
課
し
て
い
な
い
。
ま
た
特
定
の
期
間
に
候
補
者
の
資
金
集
め
を
主
催
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
し
、
出
版
リ

リ
ー
ス
を
通
じ
て
候
補
者
を
公
的
に
後
援
す
る
行
為
も
同
様
で
あ
る
。

§
203

の
対
象
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
訴
訟
提
起
を
し
た
当
時
、

�

地
上
波
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
、
衛
星
放
送
、
関
連
す
る
選
挙
上
、

�

有
権
者
五
万
人
に
及
ぶ
可
能
性
の
あ
る
も
の
、

�

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の
三
十
日
前
あ
る
い
は
連
邦
公
務
員
の
一
般
選
挙
六
十
日
前
に
、

�

労
働
組
合
は
非
M
C
F
L
（
M
C
F
L
団
体
と
は
政
治
的
思
想
を
明
白
に
促
進
す
る
団
体
を
い
う
、
後
述
）
や
非
メ
デ
ィ
ア
企

業
に
よ
っ
て
、

�

一
般
財
源
か
ら
支
出
し
、

�

合
理
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
特
定
の
候
補
者
を
擁
護
あ
る
い
は
批
判
す
る
た
め
に
有
権
者
に
訴
え
る
以
外
に
な
い
。

こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
す
通
信
は
、
政
治
的
言
論
が
抑
圧
さ
れ
、
企
業
は
一
般
の
公
共
の
対
話
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
マ
コ
ネ
ル
の
訴

訟
当
事
者
で
す
ら
、§

203

が
一
般
財
源
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
を
全
面
的
な
禁
止
と
ま
で
は
位
置
づ
け
て
い
な
か
っ
た
。

§
203

は
時
、
場
所
、
方
法
の
規
制
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
見
解
中
立
規
制
で
あ
る
。
明
白
に
認
識
さ
れ
る
連
邦
公
務
員
の
候
補

者
に
つ
い
て
、
不
連
続
の
期
間
に
、
不
連
続
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
擁
護
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
限
定
し
て
い
る
。

マ
コ
ネ
ル
も
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
も
企
業
が
沈
黙
し
て
し
ま
う
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
な
い
。
Ｆ
Ｅ
Ｃ
は
検
閲
者
で
は
な
い
。
両
判
決
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が
下
さ
れ
て
以
来
、
企
業
は
、
国
家
の
議
論
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。§
203

の
よ
う
な
規
定
は
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
を

腐
敗
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
通
信
を
対
象
に
し
て
い
る
。
法
廷
意
見
は
架
空
の
議
論
に
過
ぎ
な
い
。

３
―
５．

話
者
を
基
準
と
す
る
区
別
を
法
廷
意
見
は
誇
張
し
て
い
る
。

法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
話
者
を
基
準
と
し
て
政
治
的
言
論
を
制
限
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
理
論
は
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
基

づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
の
射
程
は
狭
い
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
の
利
益
は
、
話
者
の
種
類
と
い
う
点
で
、
多
か
れ
少

な
か
れ「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
」利
益
で
あ
る
。
学
生
、
囚
人
、
軍
隊
と
い
う
話
者
の
種
類
に
よ
っ
て
制
約
と
権
利
保
障
の
程
度
は
異
な
っ

て
い
た
。
企
業
に
は
投
票
す
る
権
利
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
本
件
で
問
題
と
な
る
の
は
「
話
者
」
で
あ
っ
て
、「
自
然
人
」
で
は
な

く
、
制
約
す
る
政
府
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
。
法
廷
意
見
は
、
話
者
基
準
の
区
別
を
誇
張
し
て
お
り
、
な
ぜ
企
業
が
個
人
と
同
様
の
保

障
が
与
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
説
明
し
て
い
な
い
。

３
―
６．

法
廷
意
見
は
、
第
一
修
正
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
理
解
が
誤
っ
て
い
る
。

法
廷
意
見
は
第
一
修
正
の
起
草
期
の
理
解
を
援
用
す
る
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
企
業
の
存
在
が
共
和
制
を
崩
壊
さ
せ
る
と
説
明
し
て

い
た
が
、
企
業
そ
の
も
の
が
認
識
さ
れ
る
の
は
、
一
八
〇
〇
年
以
降
で
あ
っ
た
。
個
人
と
企
業
は
区
別
さ
れ
て
、
別
々
に
規
制
さ
れ
る

こ
と
も
容
易
で
あ
っ
た
。
個
人
が
集
合
し
て
表
現
の
自
由
を
主
張
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
権
利
の
享
有
主
体
と
ま

で
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ギ
リ
ス
法
よ
り
も
権
利
の
保
障
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
連
邦
議

会
が
電
子
通
信
を
利
用
し
て
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
行
為
を
規
制
で
き
な
い
と
起
草
者
が
構
想
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
第
一
修
正
に
関
す
る
起
草
者
の
理
解
が
司
法
府
の
自
制
を
導
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ス
カ
リ
ア
は
、
企
業
を
第
一
修
正
が
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排
除
し
た
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
証
拠
や
資
料
が
不
十
分
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
ス
カ
リ
ア
は
、
な
ぜ
第
一
修
正
の
権
利
が

そ
れ
ほ
ど
正
確
に
認
識
さ
れ
る
の
か
、
な
ぜ
企
業
の
電
子
通
信
に
適
用
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
説
明
し
て
い
な
い
。
企
業
の
力
は

警
戒
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
企
業
の
享
有
す
る
権
利
を
限
定
的
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
点
を
法
廷
意
見
は
説
明
し
き
れ
て
い
な

い
。
ス
カ
リ
ア
は
、
第
一
修
正
の
プ
レ
ス
の
権
利
を
読
み
落
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
文
言
に
つ
い
て
も
ス
カ
リ
ア
は
、

第
一
修
正
の
文
言
が
連
邦
議
会
を
対
象
に
し
て
い
て
、
そ
れ
が
行
政
府
も
拘
束
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
導
く
は
ず
で
あ
る
。
ス
カ
リ

ア
の
理
由
づ
け
は
、
企
業
が
個
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
主
張
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
ス
カ
リ
ア
は
、
電
子
通
信
も
同
等
に

保
障
さ
れ
、
支
出
制
限
か
ら
免
除
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ス
カ
リ
ア
は
起
草
者
の
解
釈
と
し
て
こ

れ
を
説
明
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

203

が
ど
れ
だ
け
起
草
期
の
第
一
修
正
理
解
と
調
和
す
る
か
、
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
一
修
正
を
現
在
合
理
的
に

解
釈
す
る
な
ら
ば
、
企
業
の
電
子
通
信
を
合
理
的
に
規
制
す
る
行
為
は
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

３
―
７．

立
法
府
と
司
法
府
の
解
釈
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
企
業
と
個
人
に
選
挙
に
関
す
る
支
出
制
限
は
、
一
九
〇
七
年
ま
で
に
遡
る
。
連
邦
議
会
はT

illm
an
A
ct

（
以

下
、
テ
ィ
ル
マ
ン
法
）
を
制
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
候
補
者
に
対
す
る
企
業
の
寄
付
を
禁
止
し
て
い
た
。

本
法
の
合
憲
性
を
連
邦
最
高
裁
は
何
度
も
審
理
し
て
き
た
。
本
法
は
、
二
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
巨
大
な
力
を
有
す

る
企
業
は
、
連
邦
上
の
選
挙
を
支
配
し
て
、
現
実
の
腐
敗
あ
る
い
は
腐
敗
の
外
観
を
生
み
だ
す
。
第
二
に
、
株
主
の
権
利
を
尊
重
す
れ

ば
、
株
主
の
反
対
す
る
候
補
者
に
対
す
る
支
出
は
制
約
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

企
業
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
の
支
出
は
、
多
く
の
点
で
修
正
さ
れ
て
き
た
。
一
九
四
七
年T

aft

―H
arley

A
ct

（
以
下
、
タ
フ
ト
ハ
ー

駿河台法学 第２４巻第１・２合併号（２０１０）７９



レ
イ
法
）
は
、
六
十
年
前
に
制
定
さ
れ
た
が
、
直
接
的
な
支
出
だ
け
で
な
く
、
独
立
支
出
も
規
制
の
対
象
と
し
た
。
寄
付
の
禁
止
は
、

「
候
補
者
を
他
の
手
段
を
通
じ
て
支
持
す
る
こ
と
で
、
本
法
の
目
的
を
容
易
に
企
業
が
破
綻
さ
せ
る
場
合
」
と
し
て
狭
く
解
釈
さ
れ
た
。

一
九
七
一
年
に
連
邦
選
挙
活
動
規
制
法
（F

ederal
E
lection

C
am
paign

A
ct

以
下
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
本
法

は
、
寄
付
や
支
出
に
一
般
財
源
を
利
用
す
る
こ
と
を
規
制
し
た
。
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
、
政
治
活
動
委
員
会
を
設
立
す
れ
ば
、
企
業
や
組
合
に

禁
止
さ
れ
る
寄
付
や
支
出
は
可
能
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
バ
ッ
ク
レ
ー
は
、
企
業
の
支
出
と
個
人
の
支
出
と
を
分
離
独
立
し
て
扱
う
点

に
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
レ
ー
以
降
、
連
邦
公
務
員
の
候
補
者
に
関
す
る
選
挙
を
擁
護
し
た
り
、
批
判
し
た
り
す
る

広
告
に
企
業
や
組
合
が
一
般
財
源
を
通
じ
た
助
成
を
禁
止
す
る
権
限
を
連
邦
議
会
は
得
た
。

一
九
八
二
年
に
、
非
営
利
団
体
が
政
治
活
動
委
員
会
の
資
金
源
の
た
め
に
非
会
員
を
勧
誘
す
る
こ
と
を
連
邦
議
会
は
禁
止
で
き
る
、

とF
E
C
v.N
ational

R
ight

to
W
ork
C
om
m
ittee

（

（
２８
）

N
R
W
C
）
で
連
邦
最
高
裁
は
判
断
し
た
。
レ
ー
ン
キ
ス
ト
裁
判
官
執
筆
の

法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
連
邦
議
会
は
連
邦
公
務
員
に
関
す
る
法
律
を
企
業
の
法
的
経
済
的
属
性
を
説
明
す
る
た
め
に
注
意
深
く
調
整
し

た
と
い
う
。

企
業
と
個
人
の
区
別
と
い
う
点
に
お
い
て
、
一
九
八
六
年
にF

E
C
v.
M
assachusetts

C
itizens

for
L
ife,
Inc.

（

（
２９
）

M
C
F
L
）

に
お
い
て
、
企
業
と
い
う
構
造
の
特
別
な
性
質
が
特
定
の
規
制
を
導
く
と
判
断
し
た
。
企
業
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
特
別
な
便
益
が
あ
る
か
ら
、
富
の
蓄
積
を
規
制
す
る
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
富
の
蓄
積
は
、
候
補
者
に
関
す
る
思

想
の
自
由
市
場
を
歪
曲
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。
株
主
の
利
益
を
守
り
、
企
業
形
態
を
通
じ
た
政
治
活
動
資
金
の
影
響
を
規
制
す
る

連
邦
議
会
の
利
益
が
認
め
ら
れ
、
独
立
支
出
の
た
め
に
一
般
財
源
を
利
用
す
る
行
為
を
企
業
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

M
C
F
L
の
四
年
後
一
九
九
〇
年
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
は
、
M
C
F
L
の
例
外
に
該
当
す
る
企
業
が
一
般
財
源
を
利
用
し
た
独
立
支

出
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
が
問
題
と
な
っ
た
。
企
業
は
、
有
限
責
任
、
資
産
の
蓄
積
と
配
分
に
お
い
て
自
分
の
好
ま
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し
い
扱
い
が
で
き
る
と
い
う
点
で
特
別
な
地
位
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
特
別
な
規
制
に
服
す
る
と
い
う
。
支
出
の
腐
敗
に
与
え
る
影
響
と

い
う
見
地
か
ら
、
連
邦
最
高
裁
は
ミ
シ
ガ
ン
州
法
を
支
持
し
、
候
補
者
の
選
挙
に
つ
い
て
政
治
活
動
委
員
会
に
対
す
る
企
業
の
支
出
制

限
に
合
憲
判
断
を
下
し
た
。
本
件
で
問
題
と
な
る
政
治
活
動
委
員
会
は
任
意
の
寄
付
に
依
拠
し
、
企
業
の
政
治
的
理
想
の
た
め
に
公
衆

の
支
持
を
現
実
化
（reflect

）
す
る
よ
う
に
働
い
て
い
る
。

法
廷
意
見
は
、
公
衆
の
一
般
的
な
理
想
、
事
実
、
知
識
を
奪
う
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
批
判
す
る
が
、
判
決
は
候
補
者
に
注
目
し
た
支

出
の
み
を
扱
っ
て
お
り
、
州
は
、
企
業
の
他
の
点
に
つ
い
て
の
支
出
を
規
制
し
て
い
な
か
っ
た
。

二
十
年
後
、F

E
C
v.
B
eaum

ont

（
以
下
、
ビ
ュ
ー
モ
（
３０
）

ン
ト
）
に
お
い
て
、
そ
し
て
マ
コ
ネ
ル
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

２０３

の

合
憲
性
を
支
持
し
た
。
連
邦
議
会
は
バ
ッ
ク
レ
ー
の
生
み
だ
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に§

２０３

を
制
定
し
た
。
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
文
言

は
、
明
ら
か
に
候
補
者
と
認
め
ら
れ
る
人
物
を
批
判
し
た
り
、
明
白
に
擁
護
し
た
り
す
る
伝
達
と
し
て
狭
く
解
釈
さ
れ
う
る
。
た
と
え

ば
何
某
の
た
め
に
投
票
し
よ
う
、
支
持
し
よ
う
、
な
ど
の
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
企
業
や
組
合
は
、「
明
白
な
擁
護
」
に
関
す
る

制
約
を
空
洞
化
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。

連
邦
議
会
は
、§

２０３

を
こ
の
よ
う
な
空
洞
化
を
防
ぐ
た
め
に
修
正
し
た
。
企
業
や
組
合
は
一
般
財
源
を
用
い
て
、
電
子
通
信
で
、

明
ら
か
に
特
定
で
き
る
候
補
者
に
つ
い
て
、
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
を
利
用
し
よ
う
と
し
ま
い
と
規
制
の
対
象
下
に
あ
る
と
規
定
し
た
。
政

治
活
動
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
企
業
は
独
立
支
出
を
行
え
る
。

３
―
８．

バ
ッ
ク
レ
ー
と
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

法
廷
意
見
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
第
一
修
正
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
判
断
（
３１
）

し
た
。
法
廷
意
見
の
見
解
で
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
と
ベ
ロ
ッ

テ
ィ
ー
は
、
自
然
人
と
企
業
の
区
別
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
は
判
例
の
流
れ
を
無
視
し
て
お
り
、
正
当
化
で
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き
な
い
。

バ
ッ
ク
レ
ー
は
、
他
者
の
声
を
強
め
る
一
定
の
要
素
を
持
つ
言
論
を
政
府
が
規
制
で
き
る
と
い
う
概
念
は
第
一
修
正
と
関
連
し
な
い

と
判
断
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
は
、
こ
の
点
を
誤
っ
て
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
レ
ー
は
選
挙
の
結
果
に

影
響
を
及
ぼ
す
個
人
と
人
的
集
合
体
の
能
力
の
比
較
を
平
等
化
す
る
政
府
の
利
益
を
認
め
た
が
、
本
件
と
は
関
連
性
が
な
い
。

法
廷
意
見
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
言
論
の
平
等
化
に
依
拠
し
た
点
を
提
示
し
た
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
法
の
「
や
む

に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益
」
は
、
選
挙
に
お
け
る
話
者
の
力
関
係
を
平
等
化
す
る
利
益
で
は
な
く
、
む
し
ろ
企
業
の
一
般
財
源
か
ら
助
成

さ
れ
る
選
挙
上
の
擁
護
を
行
う
こ
と
で
生
じ
る
腐
敗
の
影
響
で
あ
る
と
い
う
。

バ
ッ
ク
レ
ー
で
、
も
し
こ
の
主
張
を
し
て
い
れ
ば
、
候
補
者
に
対
す
る
企
業
の
支
出
規
制
に
疑
い
を
抱
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
バ
ッ

ク
レ
ー
は
、
ま
っ
た
く
別
の
規
定
に
注
目
し
て
い
た
。
バ
ッ
ク
レ
ー
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
企
業
や
組
合
の
独
立
支
出
制
限
に
関
す
る
規
定

を
無
効
と
判
断
し
た
。

法
廷
意
見
が
バ
ッ
ク
レ
ー
よ
り
も
過
剰
に
依
拠
し
て
い
る
の
が
ベ
ロ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
企
業
と
個
人
の
支
出
の
区

別
に
よ
る
禁
止
の
有
無
を
支
持
し
た
。

し
か
し
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
、
判
決
の
射
程
に
明
白
な
限
界
を
設
定
し
て
い
る
。
一
般
公
衆
の
争
点
に
企
業
が
発
言
す
る
権
利
を
ベ

ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
審
理
し
た
が
、
判
決
の
射
程
は
明
確
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
や
マ

コ
ネ
ル
で
提
示
さ
れ
た
問
題
を
解
決
し
て
い
な
か
っ
た
。
法
廷
意
見
は
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
と
バ
ッ
ク
レ
ー
は
矛
盾
す
る
と
い
う
理
由
で
、

ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
の
示
し
た
企
業
の
言
論
と
特
定
候
補
者
の
選
挙
を
当
選
あ
る
い
は
落
選
さ
せ
る
選
挙
表
現
の
区
別
を
放
棄
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
区
別
は
首
尾
一
貫
し
て
お
り
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
過
去
三
十
年
間
、
判
例
は
候
補
者
と
争
点
の
区
別
を

度
々
認
識
し
て
き
た
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
事
実
が
異
な
る
の
で
、
本
件
を
支
配
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

８２選挙活動と表現の自由に関する考察 ２０１０年シティズンユナイテッド判決を中心に



法
廷
意
見
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
を
左
右
す
る
の
は
企
業
と
い
う
話
者
の
属
性
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
誤
っ
た
理
解
を
し
て
い
る
。

た
と
え
支
出
が
厳
格
審
査
に
服
す
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
支
出
制
限
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
州
政
府
利
益
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
法
で
支
持
さ
れ
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
企
業
の
擁
護
が
民
主
主
義
プ
ロ
セ
ス
を

崩
壊
さ
せ
て
脅
か
す
と
言
う
記
録
や
立
法
事
実
が
あ
っ
た
ら
、
判
決
は
変
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
は
開
か
れ
た
解
決
さ
れ
て

い
な
い
問
題
で
あ
る
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
マ
コ
ネ
ル
は
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
と
矛
盾
し
な
い
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
審
理
し
た
六
名
が
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
で
も
審
理
し

た
。
当
時
、
判
決
の
間
の
矛
盾
は
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
。
諸
判
決
の
違
い
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
マ
コ
ネ
ル
が
企
業
を
保
護
し
な
か
っ

た
が
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
は
企
業
を
保
護
し
た
と
い
う
違
い
で
は
な
い
。

連
邦
議
会
は
、
選
挙
プ
ロ
セ
ス
の
廉
潔
性
を
維
持
し
、
腐
敗
を
防
止
し
、
個
人
の
責
任
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
候
補
者
の
選

挙
に
企
業
の
参
加
を
規
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
一
九
〇
七
年
テ
ィ
ル
マ
ン
法
、
一
九
四
七
年
に
タ
フ
ト
ハ
ー
ト
レ
ー
法
、
一
九
七
一
年
に
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
を
、
二
〇
〇
二
年
に

Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
を
制
定
し
た
。
お
よ
そ
百
年
以
上
も
連
邦
議
会
と
州
議
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
点
を
法
廷
意
見
は
軽
視
し
て
い
る
。

３
―
９．

腐
敗
防
止
と
い
う
利
益
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
間
違
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
マ
コ
ネ
ル
は
、
腐
敗
防
止
、
歪
曲
防
止
、
株
主
の
保
護
は
擁
護
さ
れ
る
利
益
で
あ
る
と
認
め
て
（
３２
）

い
る
。

法
廷
意
見
は
、
腐
敗
や
腐
敗
の
外
観
を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
な
政
府
利
益
で
あ
る
と
根
拠
づ
け
る
。
マ
コ
ネ
ル
の
ケ
ネ
デ
ィ
意
見

は
、
腐
敗
の
中
身
が
判
読
し
に
く
い
（crabbed

view

）
と
述
べ
た
が
、
彼
の
意
見
は
本
件
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
腐
敗
の
中

身
に
つ
き
、
連
邦
最
高
裁
は
一
貫
し
た
意
見
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
本
件
の
法
廷
意
見
は
憲
法
理
論
と
民
主
主
義
社
会
の
基
本
的
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要
請
を
無
視
し
て
い
る
。

腐
敗
の
理
解
を
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。
選
挙
運
動
の
改
正
期
の
議
論
を
見
れ
ば
、
腐
敗
と
不
正
な
影
響

（under
influence

）
の
用
語
が
互
換
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

３
―
１０．

寄
付
の
見
返
り
に
つ
い
て
法
廷
意
見
は
誤
っ
て
い
る
。

た
と
え
私
の
反
対
意
見
に
従
わ
な
く
と
も
、
マ
コ
ネ
ル
の
「
判
読
し
に
く
い
腐
敗
」
と
い
う
見
解
に
従
え
ば
、
政
府
の
主
張
が
受
け

入
れ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
州
政
府
の
裁
判
官
は
、
選
挙
で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
の
選
挙
行
為
に
つ
い
て
法
廷
意
見
に
従
え
ば
、

企
業
や
組
合
は
一
般
財
源
を
利
用
し
て
選
挙
レ
ー
ス
に
飛
び
込
む
だ
ろ
う
。

�．

政
治
活
動
に
関
す
る
連
邦
法
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
先
例
と
な
る
諸
判
決
の
概
要

選
挙
活
動
に
関
す
る
連
邦
法
、
マ
コ
ネ
ル
や
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
既
に
前
章
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
が
議
論
し
て
い
た
が
、

マ
コ
ネ
ル
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
中
心
に
諸
判
決
を
本
章
で
検
討
す
る
こ
と
で
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
を
評
価
す
る
資
格
を
得
る
。

１．

連
邦
法
の
歴
史
と
Ｆ
Ｅ
Ｃ

一
九
〇
七
年
に
、
テ
ィ
ル
マ
ン
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
四
七
年
に
タ
フ
ト
ハ
ー
ト
レ
ー
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
規
制

は
大
部
分
が
無
視
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
一
年
の
連
邦
選
挙
活
動
規
制
法
（
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
は
、
従
前
の
改
革
を
ま
と
め
上
げ
て
、
厳
格

な
規
制
を
お
い
た
。
本
法
は
、
政
党
、
広
告
へ
の
支
出
や
選
挙
活
動
資
金
の
情
報
開
示
、
選
挙
活
動
委
員
会
、
連
邦
政
府
公
務
員
の
候
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補
者
に
対
す
る
寄
付
を
規
制
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
以
降
、
一
九
七
四
年
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
Ｆ
Ｅ
Ｃ
が

一
九
七
五
年
に
独
立
行
政
委
員
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｃ
は
、
大
統
領
に
任
命
さ
れ
、
上
院
の
承
認
す
る
六
人
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
任
期
は
六
年
で
、
毎
年
二
名
が
交
替
で
選

出
さ
れ
る
。
同
じ
政
党
か
ら
の
委
員
は
三
名
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
委
員
長
は
二
〇
〇
八
年
に
着
任
し
たM

atthew

S.P
etersen

で
あ
る
。

バ
ッ
ク
レ
ー
判
決
以
降
に
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
一
九
七
六
年
と
七
九
年
に
再
改
正
さ
れ
た
。
七
九
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
投
票
率
と
選
挙

登
録
を
増
加
さ
せ
る
活
動
に
つ
い
て
は
無
制
限
に
支
出
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
ま
た
、
報
告
義
務
も
簡
素
化
さ
れ
た
。
バ
ッ
ク
レ
ー
判

決
以
降
、
候
補
者
に
対
す
る
直
接
的
な
寄
付（
ハ
ー
ド
マ
ネ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
）を
法
的
に
規
制
す
る
よ
う
に
至
（
３３
）

っ
た
。
ハ
ー
ド
マ
ネ
ー

は
、
政
党
の
候
補
者
に
直
接
寄
付
す
る
行
為
を
呼
び
、
寄
付
者
と
寄
付
額
が
Ｆ
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
。

Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
監
督
下
に
置
か
れ
な
い
も
の
を
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
と
呼
び
、
候
補
者
に
対
す
る
間
接
的
な
支
援
を
い
う
。
こ
の
ソ
フ
ト
マ

ネ
ー
は
候
補
者
で
は
な
く
、
政
党
、
政
党
委
員
会
に
対
し
て
寄
付
さ
れ
る
。
も
と
も
と
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
は
選
挙
活
動
で
は
な
く
、
政
党

の
設
立
に
向
け
て
集
金
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
候
補
者
個
人
を
目
標
と
し
て
い
な
い
た
め
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
下
に
は
置
か
れ
な
い
。

バ
ッ
ク
レ
ー
の
解
釈
で
は
、
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
を
名
目
に
し
て
、
政
党
は
広
告
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
争
点
広
告
は
、
選
挙
の
結

果
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
明
白
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
を
含
ん
で
い
な
い
も
の
を
い
う
。
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
と
は
、

た
と
え
ば
ジ
ョ
ン
ス
ミ
ス
や
ジ
ェ
ー
ン
ド
ゥ
ー
（
何
某
）
を
当
選
さ
せ
よ
う
、
あ
る
い
は
落
選
さ
せ
よ
う
と
い
う
類
の
言
葉
を
言
う
。

換
言
す
る
と
、
選
挙
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
明
白
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
特
定
の
候
補
者
を
当
選
さ
せ
よ
う
、
落
選
さ
せ
よ

う
と
い
う
言
葉
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

一
九
八
二
年
に
、
N
R
W
C
に
お
い
て
、
構
成
員
に
対
す
る
寄
付
勧
誘
に
つ
い
て
判
断
が
下
さ
れ
た
。
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一
九
八
六
年
に
、
M
C
F
L
に
お
い
て
、
政
治
的
主
張
を
掲
げ
る
非
営
利
団
体
に
対
す
る§

441

（b

）
の
適
用
に
つ
い
て
判
断
が
下

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ス
・
ペ
ロ
ッ
ト
（R

oss
P
erot

）
の
選
挙
改
革
を
主
張
す
る
政
党
も
九
〇
年
代
に
存
在
（
３４
）

し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
、
一
九
七
一
年
法
が
改
正
さ
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
、
提
唱
者
で
あ
る
上
院
議
員
ラ
ス
・
フ
ェ
イ
ン
ゴ
ル

ド
（R

uss
F
eingold

ウ
ィ
ン
ス
コ
ン
シ
ン

民
主
党
）
と
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
（John

M
cC
ain

ア
リ
ゾ
ナ

共
和
党
）
の
名

前
を
と
っ
て
、
マ
ケ
イ
ン
・
フ
ェ
イ
ン
ゴ
ル
ド
法
（M

cC
ain

―F
eingold

）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
改
正
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年

に
ビ
ュ
ー
モ
ン
ト
と
マ
コ
ネ
ル
が
、
二
〇
〇
七
年
に
W
R
T
L
が
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
。

な
お
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
物
価
の
変
動
を
計
算
に
入
れ
る
た
め
、
二
〇
〇
八
年
選
挙
で
は
、
一
つ
の
選
挙
で
二
千
ド
ル
、
個
人
あ
た
り
二
、

三
〇
〇
ド
ル
の
制
限
が
あ
る
。

現
行
法
で
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
候
補
者
の
委
員
会
、
政
党
委
員
会
、
政
治
活
動
委
員
会
に
対
し
て
定
期
的
な
報
告
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
。
連
邦
レ
ベ
ル
の
委
員
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
活
動
委
員
会
と
寄
付
を
分
配
し
た
相
手
方
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寄
付
者

に
つ
い
て
は
二
百
ド
ル
以
上
の
寄
付
者
の
名
前
、
職
業
、
雇
用
者
、
住
所
を
報
告
す
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
情
報
が
開
示
さ
れ
て
（
３５
）

い
る
。

個
人
、
政
治
活
動
委
員
会
は
、
独
立
支
出
を
無
制
限
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
独
立
支
出
と
は
、
特
定
の
候
補
者
の
当
選
、
落
選
を

明
白
に
擁
護
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
費
や
さ
れ
る
支
出
を
呼
び
、
候
補
者
の
選
挙
運
動
と
は
独
立
し
て
支
出
さ
れ
る
。「
独
立
」

と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
、
候
補
者
と
協
議
、
相
談
、
養
成
、
提
示
、
権
限
の
あ
る
委
員
会
、
政

党
と
協
働
し
て
は
な
ら
な
い
。
独
立
支
出
に
は
、
報
告
開
示
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

企
業
や
労
働
団
体
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
候
補
者
に
対
す
る
寄
付
が
禁
止
さ
れ
る
。
し
か
し
、
政
治
活
動
委
員
会
を
設
立
し
て
、
特
定

の
範
疇
に
は
い
る
個
人
か
ら
自
発
的
な
寄
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
め
ら
れ
た
資
金
は
、
政
党
や
候
補
者
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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Ｆ
Ｅ
Ｃ
は
、
選
挙
活
動
に
関
す
る
連
邦
法
に
つ
い
て
排
他
的
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
。
委
員
会
に
提
起
さ
れ
た
申
立
を
（
３６
）

審
理
す
る
。

連
邦
法
違
反
か
ど
う
か
、
は
六
人
の
委
員
の
う
ち
四
名
の
賛
成
が
必
要
と
な
る
。
連
邦
違
反
が
認
定
さ
れ
れ
ば
、
調
査
が
開
始
さ
れ
る
。

Ｆ
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て
調
停
に
よ
る
解
決
が
提
案
さ
れ
う
る
。
調
停
に
よ
っ
て
行
政
罰
（civil

penalty

）
が
課
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
調

停
に
至
ら
な
い
場
合
は
、
連
邦
地
裁
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
。

２．

ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
で
は
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
ス
カ
リ
ア
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
分
岐
点
と
な
り
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー

と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
整
合
性
が
問
題
と
な
っ
た
。

ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
の
事
案
の
概
要
を
確
認
す
る
。
銀
行
や
企
業
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
法
に
従
い
、
寄
付
が
禁
止
さ
れ
る
。
こ
こ
に

言
う
「
寄
付
」
と
は
有
権
者
に
提
出
さ
れ
る
、
い
か
な
る
問
題
で
も
選
挙
に
影
響
を
与
え
る
目
的
で
支
出
す
る
行
為
を
い
う
。
企
業
の

財
産
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
資
産
に
影
響
を
与
え
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
除
か
れ
る
。

パ
ウ
エ
ル
執
筆
の
法
廷
意
見
は
、
本
法
を
違
憲
無
効
と
判
断
し
た
。
第
一
修
正
の
目
的
は
、
有
権
者
に
対
し
て
問
題
に
精
通
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
も
し
話
者
が
企
業
で
な
い
場
合
、
州
は
決
し
て
話
者
の
言
論
を
沈
黙
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
企
業
の
言
論

は
…
民
主
主
義
の
決
定
に
不
可
欠
の
言
論
の
ひ
と
つ
で
あ
り
…
言
論
の
価
値
は
、
公
衆
が
問
題
に
精
通
す
る
才
覚
と
い
う
点
か
ら
見
て
、

企
業
、
組
合
、
連
合
、
個
人
の
い
ず
れ
の
属
性
か
ら
発
言
さ
れ
た
こ
と
に
左
右
さ
れ
（
３７
）

な
い
。

３．

マ
コ
ネ
ル

マ
コ
ネ
ル
は
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

203

（
企
業
の
独
立
支
出
禁
止
）
を
延
長
し
た§

４４１
を
支
持
し
た
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
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こ
の
点
を
一
部
破
棄
し
た
。
事
件
の
概
要
を
確
認
す
る
。

３
―
１．

事
案
の
概
要

二
〇
〇
二
年
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
一
九
七
一
年
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
、
一
九
三
四
年
通
信
法
他
を
改
正
さ
せ
て
成
立
し
た
。
本
法
は
、
選
挙
活
動
の
財

政
的
援
助
と
政
治
広
告
を
規
制
し
て
い
る
。
次
の
規
定
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
規
定
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
マ
ネ
ー
に
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
が
適
用
さ
れ
る
が
、
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
に
は
適
用
さ
れ
な

い
。
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
は
、
次
の
よ
う
な
目
的
で
政
党
に
寄
付
す
る
資
金
を
い
う
。
州
や
地
方
選
挙
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
、
有
権
者
を

動
員
す
る
行
為
（get

out
of
the
vote

）、
一
般
的
な
政
党
広
告
、
候
補
者
の
当
選
あ
る
い
は
落
選
を
明
白
に
表
現
し
て
い
な
い
正
当

な
擁
護
広
告
、
争
点
広
告
は
既
存
の
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
規
制
下
に
あ
る
。

第
二
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
のT

itle
I

は
、§
323

（a

）
に
お
い
て
、
政
党
の
全
国
委
員
会
がF

E
C
A

の
規
制
、
禁
止
、
報
告
規
定
の
適
用

さ
れ
な
い
資
金
を
勧
誘
、
受
領
、
支
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。T

itle
II

は
、
企
業
や
組
合
が
一
般
財
源
を
利
用
し
て
、

連
邦
公
務
員
の
選
挙
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
設
定
さ
れ
た
通
信
に
支
出
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。T

itle
II

の
規
定
は
い

か
な
る
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
、
衛
星
通
信
を
利
用
し
た
電
子
通
信
に
財
政
的
援
助
を
与
え
る
個
人
に
つ
い
て
支
出
を
開
示
す
る
よ
う
に
修

正
さ
れ
た
。
開
示
及
び
報
告
要
件
は
、
連
邦
公
務
員
の
候
補
者
が
特
定
さ
れ
、
選
挙
の
特
定
の
期
間
内
に
、
関
連
す
る
選
挙
に
向
け
ら

れ
て
い
る
場
合
に
求
め
ら
れ
る
。

T
itle
III,
IV
,
V

は
い
く
つ
か
の
要
件
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
ミ
リ
オ
ネ
ア
規
定§

３１５
A

は
、
も
し
候
補
者
の
敵
対
者
が

裕
福
で
個
人
資
金
を
利
用
し
た
場
合
、
三
つ
の
基
準
が
用
意
さ
れ
る
。
裕
福
な
敵
対
者
が
、
最
初
の
基
準
を
越
え
て
利
用
し
た
場
合
、

個
人
寄
付
の
制
限
額
が
三
倍
に
な
る
。
第
二
の
基
準
を
越
え
る
と
、
六
倍
に
な
る
。
第
三
の
基
準
を
越
え
る
と
、２

U
.S.C
.§
４４１
a
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（d
）
に
基
づ
く
政
党
に
対
す
る
支
出
制
限
額
の
全
て
が
増
加
す
る
。

Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ§

324

は
、
十
七
歳
以
下
の
個
人
が
政
党
あ
る
い
は
候
補
者
に
寄
付
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
ま
た
候
補
者
の
要
求
規
定

は
、
候
補
者
や
候
補
者
の
代
理
に
よ
る
放
送
の
要
求
を
記
録
す
る
こ
と
を
放
送
事
業
者
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

３
―
２．

判
決
の
概
要

審
級
関
係
を
確
認
す
る
。
マ
コ
ネ
ル
議
員
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
民
主
党
と
全
米
ラ
イ
フ
ル
協
会
（the

N
ational

R
ifle
A
ssocia-

tion

）
他
が
、
連
邦
コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
裁
判
所
に
対
し
て
Ｆ
Ｅ
Ｃ
を
相
手
に
２
０
０
２
年
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
規
定
を
争
っ
て
出
訴
し
た
。
彼

ら
は
、
本
法
が
第
一
修
正
に
違
反
し
、
文
面
無
効
で
あ
る
と
申
し
立
て
た
。
十
一
の
訴
訟
は
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
一
審
は
、
両
規

定
を
違
憲
無
効
と
判
断
し
た
。
直
接
、
連
邦
最
高
裁
に
上
訴
さ
れ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
一
部
破
棄
、
一
部
を
認
容
し
た
。
電
子
通
信
規

定
、
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
規
定
は
合
憲
で
あ
る
。

判
決
の
概
要
を
確
認
す
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
のT

itle
I,
II

に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
と
オ
コ
ナ
ー
が
法
廷
意
見
を
執
筆
し
て
、

ス
ー
タ
ー
、
ブ
レ
イ
ヤ
ー
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
が
同
調
し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
のT

itle
V

に
つ
い
て
は
、
ブ
レ
イ
ヤ
ー
が
法
廷
意
見
を
執
筆

し
た
。
ブ
レ
イ
ヤ
ー
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
、
オ
コ
ナ
ー
、
ス
ー
タ
ー
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
が
法
廷
意
見
を
構
成
し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
規
定
は
合
憲
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
一
編
四
条
の
選
挙
に
関
す
る
条
項
は
、
連
邦
公
務
員
選
挙
を
統
制
す
る
規
則
を
決

め
る
権
限
を
連
邦
議
会
に
授
権
し
て
い
る
。

T
itle
I

は
、
こ
の
権
限
を
越
え
て
い
な
い
た
め
合
憲
で
あ
る
。
ま
た
、
選
挙
を
統
制
す
る
州
の
権
限
を
損
な
っ
て
連
邦
主
義
に
抵
触

し
て
い
な
い
。
特
定
の
利
益
集
団
を
支
持
す
る
政
党
を
差
別
し
て
お
ら
ず
第
五
修
正
の
適
正
手
続
の
平
等
原
則
に
抵
触
し
て
い
な
い
。

Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ§

304

は
第
一
修
正
に
違
反
し
て
い
な
い
。
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§
315

（a

）（７

）（B

）（ii

）
は
、
政
党
と
関
係
す
る
支
出
は
、
政
党
に
対
す
る
寄
付
と
し
て
扱
わ
れ
る
規
定
で
あ
る
が
、
合
憲
で
あ
る
。

§
315

（a

）（７

）（c

）
は
、
候
補
者
や
政
党
の
電
子
通
信
に
対
す
る
支
出
を
規
定
し
て
い
る
が
、
合
憲
で
あ
る
。

§
316

（b

）（2

）
は
、
あ
ら
ゆ
る
電
子
通
信
に
一
般
財
源
を
企
業
や
組
合
が
利
用
す
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る
が
、
合
憲
で
あ
る
。

§
316

（c
）（6

）
は
、
非
営
利
団
体
が
一
般
財
源
を
利
用
し
て
、
電
子
通
信
に
支
出
す
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る
が
、
M
C
F
L
団

体
（
政
治
的
思
想
を
明
白
に
促
進
す
る
団
体
）
で
は
な
く
、
非
営
利
で
あ
る
の
で
合
憲
で
あ
る
。

後
半
部
分
に
つ
い
て
、
レ
ー
ン
キ
ス
ト
執
筆
の
意
見
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
のT

itle
III

、IV

を
扱
っ
て
お
り
、
オ
コ
ナ
ー
、
ス
カ
リ
ア
、

ケ
ネ
デ
ィ
、
ス
ー
タ
ー
が
同
調
し
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
ブ
レ
イ
ヤ
ー
は
部
分
的
（
１
か
ら
３
と
６
）
に
同
調
し
て
い
る
。
ト
ー
マ
ス
も
部
分
的
に
同

調
し
て
い
る
。

�

§
315

（b

）
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の
四
十
五
日
前
あ
る
い
は
一
般
選
挙
の
六
十
日
前
に
、
放
送
局
は
放
送
時
間
を
候
補
者
に
最

低
価
格
（low

est
unit

charge

）
で
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
コ
ネ
ル
氏
ら
に
原
告
適
格
は
認
め
ら
れ
な
い
。

�

§
315

（a

）（1

）
は
、
物
価
変
動
と
候
補
者
の
支
援
の
種
類
に
よ
っ
て
限
度
額
を
変
え
る
。
本
規
定
に
つ
い
て
申
立
人
に
原
告

適
格
は
認
め
ら
れ
な
い
。

�

ミ
リ
オ
ネ
ア
規
定
に
つ
い
て
申
立
人
ら
に
原
告
適
格
は
認
め
ら
れ
な
い
。

�

§
318

（a

）
は
、
電
子
通
信
の
開
示
要
件
を
規
定
し
て
い
る
が
、
合
憲
で
あ
る
。

�

新
し
い
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の§

324

は
十
七
歳
以
下
の
個
人
寄
付
を
禁
止
し
て
い
る
。
本
規
定
は
未
成
年
の
第
一
修
正
の
権
利
を
侵
害

し
て
い
る
。

�

連
邦
最
高
裁
は
、
途
中
訴
訟
参
加
人
の
う
ち
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
の
立
場
と
同
一
視
で
き
る
者
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
同
様
、
原
告
適
格
を
有
し
て
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い
る
。

３
―
３．

マ
コ
ネ
ル
の
個
別
意
見

ブ
レ
イ
ヤ
ー
裁
判
官
の
意
見
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
のT

itle
V

を
構
成
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
、
オ
コ
ナ
ー
、
ス
ー
タ
ー
、
ギ
ン

ズ
バ
ー
グ
が
同
調
し
た
。T

itle
V

は
合
憲
で
あ
る
。§
315

（e

）（1

）（A

）
は
合
憲
で
あ
る
。§

315

（1

）（1

）（B

）（i

）,

（ii

）
は
、
連
邦

公
務
員
の
候
補
者
に
係
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
送
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
を
放
送
局
が
記
録
す
る
義
務
を
規
定
す
る
。
本
規
定
は
合
憲

で
あ
る
。§

315

（e

）（1

）（B

）（iii
）
は
、
公
衆
に
と
っ
て
重
要
な
国
家
の
立
法
に
関
す
る
争
点
や
国
家
的
に
重
大
な
政
治
的
な
問
題
に

関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
送
す
る
人
の
要
請
を
放
送
局
は
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
規
定
は
、
合
憲
で
（
３８
）

あ
る
。

４．

オ
ー
ス
テ
ィ
ン

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
で
破
棄
さ
れ
た
。
マ
コ
ネ
ル
同
様
、
ま
ず
問
題
と
な
る
本
法
を
ま
と
め
て
か
ら
事

実
の
概
要
を
確
認
す
る
。

４
―
１．

事
案
の
概
要

事
実
の
概
要
を
確
認
す
る
。
ミ
シ
ガ
ン
州
選
挙
活
動
財
源
法
（M

ichigan
C
am
paign

F
inance

A
ct,
M
ich.
C
om
p.
L
aw
s
§

169.254

（1

）,1979

）

中
の§

54

（1

）
の
合
憲
性
を
、
ミ
シ
ガ
ン
州
通
商
評
（
３９
）

議
会
が
争
っ
た
。
本
団
体
は
、
非
営
利
団
体
と
さ
れ
る

が
実
質
上
、
約
八
、
〇
〇
〇
の
会
員
を
持
ち
、
会
員
の
四
分
の
三
は
営
利
を
目
的
と
す
る
企
業
で
あ
る
。
本
団
体
は
、
政
治
用
の
分
離

資
金
を
運
営
し
て
お
り
、
評
議
会
は
、
一
般
財
源
を
用
い
て
、
ミ
シ
ガ
ン
州
議
会
で
支
持
す
る
候
補
者
を
応
援
す
る
新
聞
広
告
を
購
入
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し
よ
う
と
し
た
。

本
団
体
の
一
般
財
源
は
、
全
会
員
の
年
会
費
よ
り
充
当
さ
れ
る
。
本
団
体
の
目
的
は
、
定
款
に
規
定
さ
れ
、
政
治
目
的
で
の
支
出
以

外
に
、
社
会
、
市
民
、
経
済
的
条
件
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
て
、
会
員
に
提
供
し
た
り
、
会
員
を
訓
練
、
教
育
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

倫
理
を
促
進
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
件
で
問
題
と
な
る
規
定
は
、
企
業
が
州
公
務
員
の
候
補
者
を
当
選
あ
る
い
は
落
選
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
選
挙
活
動
に
対
し
て
、

一
般
財
源
を
利
用
し
て
支
出
す
る
こ
と
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
。

こ
こ
に
い
う
「
支
出
」
と
は
、
候
補
者
の
任
命
や
選
挙
に
対
す
る
助
力
や
反
対
の
た
め
に
物
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
便
宜
を
図
る
た
め
に

金
銭
的
な
価
値
を
供
与
し
た
り
、
金
銭
を
供
与
す
る
た
め
に
支
払
っ
た
り
、
寄
付
し
た
り
、
ロ
ー
ン
や
担
保
を
設
定
し
た
り
す
る
こ
と

を
い
う
。
支
出
が
、
特
定
の
個
人
の
支
配
下
に
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
特
定
の
個
人
に
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
そ
し
て
、
委

員
会
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
、
当
該
支
出
は
、「
独
立
」
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
州
法
は
、
企
業
が
一
般
財
源
と
分
離
し
た
基
金
（segregated

funds

）
を
設
立
し
て
、
政
治
目
的
で
独
立
し
て
支
出
を
す

る
行
為
は
認
め
ら
れ
る
。
州
法
は
、
放
送
局
、
新
聞
、
報
道
用
の
雑
誌
や
定
期
刊
行
物
に
よ
る
報
道
の
た
め
の
支
出
も
適
用
除
外
と
す

る
。

４
―
２．

判
決
の
概
要

審
級
関
係
を
確
認
す
る
。
団
体
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
西
部
地
区
連
邦
地
裁
に
、
宣
言
的
そ
し
て
、
一
時
差
止
め
を
求
め
て
出
訴
し
た
。

地
裁
は
、
第
十
四
修
正
及
び
第
一
修
正
に
基
づ
き
、
本
法
の
合
憲
性
を
支
持
し
た
。
第
六
巡
回
控
訴
裁
判
所
も
本
法
の
合
憲
性
を
確
認

し
た
が
、
通
商
評
議
会
に
適
用
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
な
ぜ
な
ら
本
件
で
問
題
と
な
る
団
体
は
、
非
営
利
企
業
で
あ
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り
、
州
法５４

（１

）
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
第
一
修
正
に
違
反
す
る
と
い
う
。
本
判
決
に
対
し
て
ミ
シ
ガ
ン
州
が
上
訴
し
た
。

連
邦
最
高
裁
は
、
次
の
理
由
で
、
州
法54

（1

）
の
適
用
が
合
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
当
該
規
定
は
、
選
挙
運
動
資
金
に
よ
っ
て

政
治
プ
ロ
セ
ス
が
腐
敗
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
州
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
の
た
め
に
狭
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

連
邦
最
高
裁
は
、
第
六
巡
回
裁
判
所
の
判
断
を
破
棄
し
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
執
筆
の
法
廷
意
見
に
、
レ
ー
ン
キ
ス
ト
、
ブ
レ
ナ
ン
、
ホ

ワ
イ
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
が
同
調
し
た
。

本
法
が
評
議
会
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
た
と
え
表
現
活
動
に
負
担
を
与
え
た
と
し
て
も
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
。
州
の
認
め
る

企
業
と
い
う
構
造
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
莫
大
な
富
が
政
治
腐
敗
を
導
く
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
本
法
の
目
的
で
あ
る
。

本
法
は
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
十
分
に
狭
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
企
業
の
政
治
的
見
解
の
た
め
に
寄
付
者
が
支
持

す
る
言
論
を
禁
止
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
の
評
議
会
は
、
任
意
の
政
治
団
体
と
し
て
規
制
の
適
用
除
外
に
該
当
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
非
営
利
団
体
で
あ
る
評
議

会
は
、
普
通
の
営
利
企
業
同
様
、
任
意
の
政
治
団
体
が
備
え
る
特
徴
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
法
の
範
囲
が
、
巨
大
な
資
本
を
有
す
る
企
業
に
適
用
さ
れ
て
も
、
本
法
が
過
剰
包
摂
で
あ
る
と
い
え
な
い
。
本
法
は
、
企
業
で
は

な
く
労
働
組
合
に
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
も
過
少
包
摂
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
州
は
、
企
業
だ
け
を
規
制
す
る
と
決
定
し
た

が
、
政
治
活
動
資
金
の
腐
敗
が
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
の
た
め
に
狭
く
設
定

さ
れ
て
い
る
。
州
法
は
メ
デ
ィ
ア
企
業
を
適
用
除
外
に
し
て
い
る
こ
と
は
憲
法
に
違
反
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
法
は
、
プ
レ
ス
の
制

度
上
、
報
道
、
出
版
の
対
象
、
報
道
の
価
値
の
判
断
を
妨
害
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ブ
レ
ナ
ン
は
同
意
意
見
を
執
筆
し
た
。

ブ
レ
ナ
ン
に
よ
れ
ば
、
本
法
は
過
少
包
摂
だ
が
合
憲
で
あ
る
。
団
体
内
の
団
体
の
決
定
に
反
対
す
る
中
小
企
業
の
会
員
や
企
業
内
の
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株
主
を
保
護
す
る
と
い
う
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
に
資
す
る
。
本
法
は
、
州
選
挙
の
候
補
者
を
当
選
ま
た
は
落
選
さ
せ
る
た
め
に
独

立
支
出
以
外
の
政
治
的
支
出
の
他
の
態
様
に
つ
い
て
一
般
財
源
の
利
用
を
禁
止
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
過
少
包
摂
で
あ
る
が
次
の

理
由
か
ら
合
憲
で
あ
る
。
独
立
し
た
支
出
に
規
制
を
認
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
し
、
連
邦
最
高
裁
の
判
例
に
従
え
ば
、
政
治
的
支
出

に
つ
い
て
他
の
態
様
を
禁
止
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
同
意
意
見
を
執
筆
し
た
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
企
業
と
政
治
家
の
間
の
寄
付
の
見
返
り
あ
る
い
は
そ
の
外
観
（
様
相
）
と
い
う
危
険
は
、
候
補
者
や

委
員
会
に
対
す
る
独
立
支
出
を
州
が
規
制
す
る
と
い
う
十
分
な
正
当
化
根
拠
を
与
え
て
い
る
。

ス
カ
リ
ア
は
反
対
意
見
を
執
筆
し
た
。

ス
カ
リ
ア
に
よ
れ
ば
、
州
法
は
企
業
に
特
別
な
地
位
を
与
え
て
お
り
、
企
業
は
大
規
模
な
財
源
を
蓄
積
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

企
業
の
第
一
修
正
の
権
利
を
は
く
奪
す
る
根
拠
に
な
ら
な
い
。

保
護
さ
れ
る
政
治
的
言
論
を
世
論
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
規
制
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
と
は
言
え
な
い
。
本

法
は
、
特
定
の
額
以
上
の
独
立
支
出
を
禁
止
し
た
り
、
年
間
の
純
利
益
が
一
定
以
上
の
企
業
を
規
制
し
た
り
す
る
こ
と
も
せ
ず
に
全
て

の
企
業
を
規
制
し
て
い
る
た
め
狭
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
な
い
。

ケ
ネ
デ
ィ
反
対
意
見
に
、
オ
コ
ナ
ー
と
ス
カ
リ
ア
が
同
調
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
本
法
は
第
一
修
正
に
違
反
す
る
。
企
業
は

特
定
の
主
題
を
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
企
業
と
い
う
話
者
の
主
体
を
基
準
に
し
て
差
別
し
て
い
る
。
本
法
は
、
過
剰
包
摂
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
企
業
と
い
う
形
態
を
も
つ
全
て
の
団
体
を
適
用
範
囲
に
い
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
企
業
と
い
う
理
由

だ
け
で
一
律
に
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
は
、
第
一
修
正
に
反
す
る
。
政
府
が
話
者
の
声
の
大
小
を
平
等
化
す
る
こ
と
は
正
当
な
政
府
利

益
と
言
え
な
い
。
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５．

デ
ー
ビ
ス

デ
ー
ビ
ス
判
決
で
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ー
ビ
ス
氏
（Jack

D
avis

）
は
、
連
邦
議
会
の
民
主
党
候
補
者
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

第
二
十
六
地
区
か
ら
立
候
補
し
た
。
ミ
リ
オ
ネ
ア
規
定
は
、
自
分
で
財
政
的
に
自
分
自
身
を
支
援
す
る
場
合
、
敵
対
す
る
候
補
者
に
課

さ
れ
る
寄
付
制
限
の
上
限
を
上
げ
る
と
い
う§

441a

―1

（a

）、
さ
ら
に
開
示
規
定§

441a

―1

（b

）
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
ミ
リ
オ
ネ

ア
規
定
に
つ
い
て
第
一
修
正
及
び
第
五
修
正
を
争
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
デ
ー
ビ
ス
氏
は
敵
対
す
る
候
補
者
が
ミ
リ
オ
ネ
ア

規
定
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
く
と
も
原
告
適
格
を
有
し
て
い
る
。
ミ
リ
オ
ネ
ア
規
定
は
第
一
修
正
に
違
反
し
、
違
憲
無
効
で
あ
る
。
個

人
的
な
資
金
を
利
用
し
て
選
挙
活
動
に
実
質
的
な
負
担
を
課
し
て
お
り
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
州
の
利
益
と
し
て
支
持
さ
れ
な
い
。
本
規

定
は
腐
敗
を
防
止
せ
ず
、
選
挙
の
機
会
を
個
人
の
富
裕
を
基
準
に
し
て
規
制
す
る
手
段
は
、
正
当
な
政
府
利
益
と
は
い
え
な
い
。441

―

1

（a

）
を
実
施
す
る
開
示
規
定441a

―1

（b
）
も
違
憲
無
効
で
あ
る
。

６．

４４１

（b

）
と
N
R
W
C

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ｃ
（N

ational
R
ight

to
W
ork

C
om
m
ission

）
は
、
連
邦
政
府
公
務
員
の
候
補
者
に
寄
付
す
る
資
金
を
立
ち
上
げ
た
。

Ｆ
Ｅ
Ｃ
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ｃ
が§

441

（b

）
に
違
反
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
本
規
定
は
、
構
成
員
で
な
い
人
々
に
寄
付
を
勧
誘
す
る
こ
と

を
禁
止
し
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ｃ
が
構
成
員
以
外
の
人
々
も
勧
誘
し
て
い
る
と
判
断
し
、
破
棄
差

し
戻
し
た
。
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ｃ
に
勧
誘
さ
れ
て
い
る
二
六
七
、
〇
〇
〇
の
個
人
が§

４４１

（b

）
の
定
義
す
る
構
成
員
に
該
当
す
る
と
は
い
え
な

い
。
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７．

４４１

（b

）
と
M
C
F
L

本
件
で
問
題
と
な
る
Ｍ
Ｃ
Ｆ
Ｌ
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
プ
ロ
ラ
イ
フ
を
擁
護
す
る
非
営
利
団
体
で
あ
る
。
本
団
体
の
支
持
す

る
候
補
者
の
リ
ス
ト
を
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
特
別
版
と
し
て
発
行
し
た
。
こ
の
特
別
号
で
は
、
プ
ロ
ラ
イ
フ
を
支
持
す
る
候
補
者
に
投

票
す
る
よ
う
に
有
権
者
に
呼
び
掛
け
、
望
ま
し
い
候
補
者
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
た
。

連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
ブ
レ
ナ
ン
執
筆
の
法
廷
意
見
は
、
非
営
利
団
体
が
一
般
財
源
を
利
用
し
て
、
特
別
版
を
出
版
す
る
行
為
に
対

し
て§

441

（b
）
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
判
断
し
た
。
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
を
明
白
に
擁
護
し
て
お
り
、
一
般
公
衆
に

配
布
し
て
い
る
。
営
利
事
業
に
従
事
し
な
い
政
治
的
思
想
を
促
進
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
る
団
体
に
適
用
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
。

本
団
体
は
、
資
産
や
収
入
に
株
主
を
持
た
ず
、
営
利
団
体
や
労
働
組
合
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
団
体
か
ら
の

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
な
い
。
非
営
利
団
体
に§
441

を
適
用
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
。

８．

４４１

（b

）
と
W
R
T
L

W
isconsin

R
ight

to
L
ife,
Inc

（W
R
T
L

）
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
二
六
日
に
連
邦
司
法
部
裁
判
官
の
指
名
に
関
す
る
投
票
を
上

院
議
員
ら
が
妨
害
す
る
行
為
は
、
政
治
的
な
遅
延
を
目
論
む
戦
略
で
あ
る
と
主
張
す
る
広
告
を
選
挙
直
前
に
掲
載
し
よ
う
と
し
た
。
広

告
は
、
有
権
者
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
上
院
議
員F

eingold

とK
ohl

氏
に
接
触
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
た
。
Ｗ
Ｒ
Ｔ

Ｌ
側
は
、
一
般
財
源
を
利
用
し
て
二
〇
〇
四
年
八
月
に
広
告
を
掲
載
し
よ
う
と
考
え
た
。
八
月
十
五
日
に
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
直
前
三
十
日
で
あ
り
、
広
告
が§

203

の
電
子
通
信
に
該
当
し
違
法
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
掲
載
し
た
い
と
考
え
た
。

Ｗ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
側
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
、
宣
言
的
そ
し
て
一
時
差
止
め
を
求
め
て
出
訴
し
た
。
Ｗ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
側
は
、
マ
コ
ネ
ル
に
従
い
、

Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ§

203

す
な
わ
ち§

441b

（b

）（2

）
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
た
が
、
過
度
に
広
範
ゆ
え
に
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
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連
邦
最
高
裁
は
、
本
件
広
告
に
対
す
る
適
用
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
本
件
で
問
題
と
な
る
広
告
は
、
明
白
な
選
挙
活
動
の
言
論

と
機
能
上
、
同
等
と
は
い
え
な
い
。
本
広
告
は
、
特
定
の
候
補
者
を
批
判
あ
る
い
は
肯
定
す
る
よ
う
に
「
明
白
に
擁
護
し
て
」
い
る
と

は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
定
の
候
補
者
を
賛
同
、
あ
る
い
は
批
判
す
る
よ
う
に
投
票
を
訴
え
る
以
外
に
合
理
的
な
解
釈
が
な
い
場

合
に
限
っ
て
、「
明
白
な
擁
護
」
に
あ
て
は
ま
る
と
い
え
る
。
公
的
問
題
に
関
す
る
広
告
を
通
じ
て
企
業
が
発
言
す
る
権
利
を
制
約
す

る
の
に
企
業
の
富
の
歪
曲
効
果
、
腐
敗
防
止
の
利
益
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

�．

考
察

１．

§
４４１

に
つ
い
て

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
法
廷
意
見
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
破
棄
し
、
マ
コ
ネ
ル
の
一
部
﹇§

441

（b

）﹈
を
破
棄
し
た
。
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
は
、
話
者
を
基
準
と
し
た
規
制
を
支
持
し
た
。
マ
コ
ネ
ル
は
、§

４４１

（b

）
の
下
の§

203

を
支
持
し
た
。
企
業
の
独
立
支

出
に
対
す
る
制
約
を
支
持
し
た
。
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
が
矛
盾
す
る
と
い
う
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
で
は
、
法
令
の
憲
法
判
断
を
し
な
い
で
裁
判
で
き
る
場
合
は
、
憲
法
判
断
に
触
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
い
う
点
で
争
い
が
あ
っ
た
。§

４４１

（b

）
の
萎
縮
効
果
に
つ
い
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
地
裁
で
争
っ
た
。
法
廷
意
見
に

よ
れ
ば
、§
441

の
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
へ
の
適
用
違
憲
を
判
断
す
る
に
は
、
萎
縮
効
果
に
つ
い
て
審
理
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
。
法
廷

意
見
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
あ
え
て
」§

441

の
萎
縮
効
果
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
萎
縮
効

果
は
次
の
文
脈
で
法
廷
意
見
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
。

「
公
衆
は
、
本
判
決
直
前
の
選
挙
に
集
中
し
は
じ
め
る
。
言
論
が
影
響
を
与
え
は
じ
め
る
短
い
タ
イ
ム
フ
レ
ー
ム
が
存
在
す
る
。
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言
論
の
必
要
や
関
連
性
は
、
選
挙
運
動
の
こ
の
段
階
で
明
ら
か
に
な
る
。
発
言
の
決
定
は
、
選
挙
活
動
の
白
熱
し
て
い
る
際
に
行
わ

れ
、
話
者
は
他
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
反
応
す
る
。
有
権
者
を
説
得
す
る
機
会
を
得
る
だ
ろ
う
政
治
的
言
論
に
従
事
す
る
話
者
の
能
力

は
、
も
し
話
者
が
、
長
引
く
訴
訟
を
提
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
、
制
約
（stifle

）
さ
れ
る
。
訴
訟
が
終
結
す
る
ま
で
に
選
挙
は

終
結
し
、
訴
訟
当
事
者
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
失
う
だ
ろ
う
。
…
…
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
訴
訟
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
現
在
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の
期
間
内
に
有
権
者
を
説
得
す
る
機
会
を

持
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
知
（
４０
）

っ
た
。」

さ
ら
に
、
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
腐
敗
の
外
観
を
防
止
す
る
と
い
う
政
府
の
利
益
を
越
え
て
萎
縮
効
果
が
及
ぶ
と
い
う
。
腐
敗
を
防

止
す
る
と
い
う
利
益
は
、
本
件
で
は
言
論
を
制
約
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
と
も
述
べ
る
。
実
際
に
は
、
二
六
の
州
で
、
非
営
利
企
業

に
よ
る
独
立
支
出
を
制
限
し
て
い
な
い
。
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
州
で
、
独
立
支
出
が
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
破
綻
さ
せ
る
と
い
う
主
張
を

行
っ
て
い
な
い
。

法
廷
意
見
は
、
分
離
独
立
の
支
出
は
、
企
業
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
て
も
、
腐
敗
や
腐
敗
の
外
観
を
与
え
な
い
と
判
断
し
た
。
候
補
者

に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
を
持
っ
て
い
た
り
、
候
補
者
に
影
響
を
与
え
た
り
す
る
話
者
の
存
在
が
あ
っ
て
も
、
候
補
者
が
必
ず
し
も
腐
敗
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
影
響
や
ア
ク
セ
ス
の
外
観
も
民
主
主
義
に
お
け
る
有
権
者
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
な
い
と
い
う
。

こ
の
点
で
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
判
決
を
破
棄
し
た
。
企
業
や
組
合
に
よ
る
、
組
織
か
ら
独
立
し
た
政
治

的
言
論
の
意
義
を
問
う
必
要
性
が
今
後
、
議
論
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
ミ
シ
ガ
ン
州
法
を
支
持
し
た
。
本
法
の
目
的
は
、
企
業
の
蓄
積
し
た
富
が
政
治
腐
敗
に
結
び
つ
く
と
い
う
影
響
を

減
ら
す
こ
と
に
あ
る
。
目
的
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
、
企
業
が
一
般
財
源
を
利
用
し
て
、
候
補
者
を
当
選
あ
る
い
は
落
選
さ
せ
る
た

め
の
支
出
を
禁
止
し
て
い
る
。
企
業
は
、
一
般
財
源
と
独
立
す
る
基
金
を
設
立
し
て
、
こ
の
独
立
基
金
か
ら
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
本
法
が
、
選
挙
に
お
け
る
話
者
の
影
響
力
の
差
異
を
平
等
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
企
業
の
支
出
を
通
じ
て
、
企
業
自
身
の
政
治
的
理
想
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
現
実
に
公
衆
が
支
持
す
る
こ
と
を
認
め
て
い

た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
分
離
し
た
基
金
を
設
立
す
れ
ば
、
支
出
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
オ
コ
ナ
ー
、
ブ
レ
ナ
ン
、
レ
ー
ン
キ
ス
ト
が

交
代
し
て
い
る
。
ス
カ
リ
ア
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
以
来
、
企
業
と
個
人
の
言
論
の
自
由
の
保
護
の
程
度
は
変
わ
ら
な
い
と
言
う
点
で
変

化
は
し
て
い
な
い
。
高
齢
化
す
る
連
邦
最
高
裁
は
、
将
来
の
予
測
を
困
難
に
す
る
。
ま
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
引
退
は
、
今
後
の
予
測

を
一
層
困
難
に
す
る
だ
ろ
う
。

§
４４１

に
関
す
る
ロ
バ
ー
ツ
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
間
の
衝
突
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？

ロ
バ
ー
ツ
も
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
も
、
司
法
の
自
制
（judicial

restraint

）
を
根
拠
と
し
て
い
る
点
で
一
致
す
る
が
異
な
る
結
論
に

至
る
。
ロ
バ
ー
ツ
に
よ
れ
ば
、
必
要
以
上
に
特
定
の
主
張
に
つ
い
て
判
断
の
必
要
な
場
合
を
除
い
て
、
憲
法
問
題
に
踏
み
込
む
べ
き
で

は
な
い
。
適
用
さ
れ
る
事
実
の
要
求
す
る
以
上
に
憲
法
問
題
を
公
式
化
す
べ
き
で
は
な
い
。
ヒ
ラ
リ
ー
作
品
は
、
機
能
上
「
明
白
な
擁

護
」
に
該
当
し
な
い
。

ロ
バ
ー
ツ
は
、
司
法
の
自
制
を
根
拠
に
し
て
先
例
拘
束
性
に
言
及
す
る
。
彼
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
つ
い
て
先
例
拘
束
性
が
欠
け
る

と
考
え
、
政
府
の
主
張
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
同
意
意
見
で
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
次
の
理
由
で
法
廷
意
見
に
反
対
し
た
。
地
裁
の
段
階
で§

441

の
文
面
無
効
の
主
張
を
訴
訟

当
事
者
が
放
棄
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
も
そ
も
裁
判
所
の
審
理
対
象
に
な
ら
な
い
は
ず
だ
、
と
い
う
。
ま
た§

201

に
つ
い
て
も
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
が
本
法
の
対
象
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
法
廷
意
見
は
見
逃
し
て
い
る
と
い
う
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
破
棄
す
べ
き
根
拠

が
欠
け
て
い
る
と
ロ
バ
ー
ツ
を
批
判
す
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
同
意
意
見
で
、
企
業
と
政
治
家
の
間
の
寄
付
の
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見
返
り
あ
る
い
は
、
そ
の
外
観
と
い
う
危
険
は
、
候
補
者
や
委
員
会
の
独
立
支
出
を
規
制
す
る
の
に
十
分
な
規
制
根
拠
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
彼
の
主
張
は
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

２．

企
業
と
個
人
の
属
性
に
つ
い
て
の
起
草
者
の
理
解

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
話
者
を
基
準
と
し
た
規
制
を
支
持
し
た
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
法
廷
意
見
は
評
価
し
て
い
る
。

ス
カ
リ
ア
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
、
起
草
者
の
理
解
に
回
帰
す
る
が
異
な
る
結
論
に
至
る
。

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
ス
カ
リ
ア
反
対
意
見
に
よ
れ
ば
、
州
法
は
企
業
に
特
別
な
地
位
を
与
え
て
お
り
、
企
業
は
大
規
模
な
財
源
を
蓄
積

し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
企
業
の
第
一
修
正
の
権
利
を
は
く
奪
す
る
根
拠
に
な
ら
な
い
。
保
護
さ
れ
る
政
治
的
言
論
を
、
そ
の
声
の

大
き
さ
に
合
わ
せ
て
規
制
す
る
こ
と
は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
と
は
言
え
な
い
。
ミ
シ
ガ
ン
州
法
は
、
特
定
の
額
以
上
の
独
立
支
出

を
禁
止
し
た
り
、
年
間
の
純
利
益
が
一
定
以
上
の
企
業
を
規
制
し
た
り
す
る
こ
と
も
せ
ず
に
全
て
の
企
業
を
規
制
し
て
い
る
た
め
狭
く

設
定
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
な
い
。

ス
カ
リ
ア
は
、
常
に
起
草
者
の
理
解
に
回
帰
し
て
議
論
を
展
開
す
る
。
ス
カ
リ
ア
に
よ
れ
ば
、
起
草
期
で
は
団
体
・
組
織
は
、
権
利

の
享
有
主
体
で
は
な
か
っ
た
が
、
権
利
の
性
質
上
、
可
能
な
限
り
、
保
障
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
言
論
の
自
由
は
、

他
の
個
人
と
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
企
業
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
発
言
す
る
自
由
を
意
味
し
て
い
な
か
っ
た
。
起
草
者
は
、
企
業
を

嫌
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
宗
教
団
体
、
教
育
団
体
も
当
時
は
一
般
の
企
業
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
ベ

ロ
ッ
テ
ィ
ー
を
支
持
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
、
ス
カ
リ
ア
に
反
対
す
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
理
解
で
は
、
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
の
射
程
は
狭
い
。

話
者
の
属
性
で
、
表
現
の
自
由
は
制
約
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
学
生
、
囚
人
、
軍
人
と
い
う
話
者
の
属
性
に
よ
っ
て
権
利
保
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障
と
制
約
は
異
な
っ
て
き
た
。
本
件
で
は
、
法
廷
意
見
は
、
話
者
基
準
の
区
別
を
誇
張
し
て
お
り
、
な
ぜ
企
業
が
個
人
と
同
様
の
保
障

が
与
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
説
明
し
き
れ
て
い
な
い
。

ス
カ
リ
ア
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
、
起
草
者
の
理
解
を
出
発
点
に
、
企
業
と
自
然
人
の
経
済
的
力
の
格
差
を
ど
の
程
度
、
問
題
と
す

る
か
ど
う
か
で
、
異
な
っ
た
結
論
を
導
い
て
い
る
。

３．

マ
コ
ネ
ル
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
か
ら
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ま
で

マ
コ
ネ
ル
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
三
つ
の
判
決
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
法
廷
意
見

は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
バ
ッ
ク
レ
ー
の
趣
旨
を
強
調
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

一
九
七
四
年
に
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
改
正
さ
れ
、
選
挙
活
動
に
お
け
る
寄
付
と
支
出
を
包
括
的
に
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
バ
ッ
ク
レ
ー

で
は
、
幾
つ
か
の
規
定
が
問
題
と
な
っ
た
。
政
治
活
動
委
員
会
の
寄
付
の
上
限
の
設
定
、
開
示
報
告
要
件
、
大
統
領
候
補
者
の
指
名
手

続
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
下
院
選
挙
に
対
す
る
公
的
助
成
制
度
は
合
憲
で
あ
る
。
個
人
や
組
織
に
よ
る
独
立
支
出
の
制
限
、
選
挙
活
動
支
出

の
総
額
の
上
限
を
設
定
す
る
規
定
、
そ
し
て
公
職
候
補
者
に
よ
る
個
人
支
出
の
総
額
を
制
限
す
る
規
定
は
違
憲
無
効
で
あ
る
。

た
と
え
ば§

６０８

（e

）（１

）
は
、
一
年
間
で
特
定
候
補
者
に
対
し
て
一
、
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
の
支
出
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
申

立
人
は
、
本
項
は
、
曖
昧
ゆ
え
に
文
面
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
主
張
を
受
け
入
れ
て
違
憲
無
効
の
判
断
を

下
し
た
。
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
本
法
は
、
政
治
腐
敗
の
外
観
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
に
資
さ
な
い
。
本
項
は
高
額
の
支
出
の
み
を

制
限
し
て
お
り
、
本
項
は
支
出
の
総
額
を
制
限
す
る
。

ま
た
、
個
人
あ
る
い
は
家
族
か
ら
候
補
者
へ
の
支
出
制
限
も
違
憲
無
効
で
あ
る
。
候
補
者
が
自
分
の
資
金
を
用
い
て
政
治
活
動
を
行

う
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
は
第
一
修
正
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
。
候
補
者
の
財
政
的
資
金
の
格
差
を
平
等
化
す
る
利
益
は
本
項
の
正
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当
性
を
支
持
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。

§
６０８

（c

）
は
、
連
邦
政
府
の
公
職
選
挙
の
候
補
者
に
よ
る
選
挙
活
動
支
出
の
総
額
を
制
限
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
と
下
院
一

般
選
挙
に
七
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
の
上
限
を
設
定
し
て
い
た
。
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
本
項
に
よ
っ
て
政
治
的
表
現
を
制
限
す
る
政

府
の
利
益
は
十
分
で
は
な
い
。
高
額
の
献
金
に
よ
る
腐
敗
の
影
響
を
軽
減
す
る
利
益
は
、
本
法
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
特
定
の
政
治
的
見
解
を
特
定
の
方
向
に
向
け
る
た
め
に
政
府
が
支
出
す
る
権
限
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
バ
ッ
ク
レ
ー
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
。

バ
ッ
ク
レ
ー
は
極
め
て
人
工
的
、
作
為
的
な
制
限
を
立
て
た
。
二
〇
一
〇
年
、
連
邦
最
高
裁
は
バ
ッ
ク
レ
ー
に
回
帰
し
た
。
バ
ッ
ク

レ
ー
を
過
度
に
強
調
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
一
九
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
、
本
判
決
に
至
る
ま
で
の
連
邦
法
の
経
過
は
、
選
挙

活
動
と
い
う
言
論
の
自
由
と
資
金
の
問
題
が
絡
ん
で
、
連
邦
議
会
が
紆
余
曲
折
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

４．

学
説
の
整
理

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
以
降
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
で
も
、
議
論
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
彼
ら
の
議
論
を
待
つ
前
に
、

過
去
の
政
治
活
動
改
革
に
対
す
る
様
々
な
論
文
か
ら
一
定
の
予
想
を
立
て
る
こ
と
も
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
番

新
し
い
論
文
が
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
裁
判
官
の
論
文
で
あ
る
。

４
―
１．

バ
ッ
ク
レ
ー
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
関
係

フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
裁
判
官
の
意
見

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
下
さ
れ
た
直
後
に
、
連
邦
控
訴
第
九
巡
回
裁
判
所
よ
り
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（W

illiam

F
letcher

）
裁
判
官
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
彼
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
を
支
持
し
な
が
ら
、
バ
ッ
ク
レ
ー
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が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
批
判
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
選
挙
に
関
わ
る
伝
統
的
な
メ
デ
ィ
ア
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
登
場
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
（
４０
）

い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
選
挙
活
動
は
、
個
人
、
労
働
組
合
や
企
業
か
ら
の
献
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
候
補
者
に
対
す
る
寄
付
に
加
え

て
、
個
人
や
組
織
団
体
も
独
自
に
資
金
を
支
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
団
体
は
、
落
選
し
て
ほ
し
い
と
願
う
候
補
者
を
批
判
す
る
広
告

を
購
入
す
る
が
、
自
分
た
ち
の
望
む
候
補
者
の
選
挙
活
動
資
金
を
直
接
介
在
さ
せ
て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
は
、
選
挙
プ
ロ
セ
ス
に
裕
福
な
個
人
や
団
体
が
あ
ま
り
に
過
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存

在
し
た
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
選
挙
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
設
計
さ
れ
た
資
金
の
支
出
を
保
護
す
る
よ
う
に
第
一

修
正
を
適
用
し
た
。
一
九
七
六
年
の
バ
ッ
ク
レ
ー
は
、
候
補
者
に
対
す
る
寄
付
を
制
限
す
る
規
定
を
支
持
し
た
。
選
挙
に
影
響
を
与
え

る
独
立
分
離
の
支
出
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
第
一
修
正
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
で
の
バ
ッ
ク
レ
ー
の
位
置
づ
け
を
誤
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
第
一
修
正
そ
れ
自
体
は
、
資
金

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
連
邦
最
高
裁
は
、
金
と
言
論
を
同
視
し
て
お
り
、
資
金
の
支
出
が
第
一
修
正
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
る
と
考
え
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
以
来
、
多
く
の
選
挙
活
動
に
対
す
る
寄
付
に
関
す
る
判
決
を
扱
っ
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
全
て
が
、
候
補
者
に
対
す
る
金
銭
上
の
寄
付
は
制
限
で
き
、
候
補
者
と
分
離
独
立
の
資
金
支
出
は
制
限
で
き
な
い
と
区
別
し

て
き
た
。

し
か
し
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
五
対
四
で
、
第
一
修
正
は
企
業
が
、
た
と
え
選
挙
直
前
三
十
日
の
期
間
内
で
も
、
選
挙
の

結
果
に
影
響
を
与
え
る
資
金
を
企
業
が
無
制
限
に
支
出
で
き
る
権
利
を
保
護
し
て
い
る
、
と
判
断
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見

は
、「
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
は
不
完
全
で
あ
」
る
一
方
、「
政
治
に
お
け
る
企
業
の
資
金
」
が
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
は
民
主
主
義
の
欠

陥
で
は
な
い
と
い
う
。
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
と
バ
ッ
ク
レ
ー
に
も
反
対
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
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根
拠
は
、
第
一
修
正
が
政
治
広
告
に
対
し
て
資
金
を
無
制
約
に
支
出
す
る
権
利
を
保
護
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

悪
い
言
論
に
対
す
る
治
療
薬
は
モ
ア
・
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
。
し
か
し
、
悪
い
政
治
に
対
す
る
治
療
薬
は
モ
ア
・
マ
ネ
ー
で
は
な
い
。

４
―
２．

へ
ー
ゼ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
ー
ゼ
ン
（R

ichard
H
asen

）
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
候
補
者
に
関
わ
る
選
挙
活
動
に
対
す
る
助
成
は
、
複
雑
な
負
担
を
伴
う
。
候

補
者
は
寄
付
制
限
、
人
的
・
物
的
資
源
の
限
界
に
直
面
す
る
他
、
様
々
な
報
告
義
務
を
負
う
。

選
挙
運
動
制
度
は
二
つ
の
変
化
を
経
験
し
て
い
る
。

第
一
に
、
公
的
財
政
制
度
を
任
意
で
選
択
で
き
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
厳
格
な
支
出
制
限
を
課
し
て
い
る
制
度
で
、
対
立
す
る
候

補
者
と
深
刻
に
争
っ
て
い
な
い
大
統
領
候
補
者
は
利
用
し
て
い
な
い
。

第
二
に
、
選
挙
運
動
は
、
選
挙
資
金
を
集
金
す
る
者
に
依
存
す
る
。
集
金
者
は
、
友
人
や
関
係
者
か
ら
多
額
の
寄
付
を
集
め
た
り
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
に
向
け
て
二
〇
〇
ド
ル
以
下
の
マ
イ
ク
ロ
ド
ナ
ー
（m

icro

―donor

）
か
ら
資
金
を
調
達
し
た
り
す
る
。

ヘ
ー
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
変
化
が
生
じ
た
理
由
は
、
大
統
領
選
挙
を
統
制
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

登
場
に
よ
っ
て
選
挙
運
動
の
費
用
が
劇
的
に
低
下
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
法
制
度
の
変
化
は
、
大
統
領
候
補
者
の
出
馬
の
機
会
を

増
加
さ
せ
た
。
ヘ
ー
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
に
向
け
た
選
挙
活
動
に
つ
い
て
二
つ
の
大
き
な
変
化
を
生
ん
だ
。
二

〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ド
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
ら
は
、
公
的
助
成
制
度
を
利
用
し
な
か
っ
た
。
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
の
間
に
、
オ
バ
マ
候
補
は
、
四
億
一
千
四
二
十
万
ド
ル
を
計
上
し
、
マ
ケ
イ
ン
候
補
は
、
二
億
一
千
六
百
三
十
万
ド
ル
を
計

上
し
た
。

へ
ー
ゼ
ン
は
幾
つ
か
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
公
的
な
財
政
制
度
が
機
能
せ
ず
、
そ
の
意
義
を
失
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
現
行
選
挙
制
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度
で
は
選
挙
活
動
に
費
や
さ
れ
る
資
金
の
規
模
が
決
し
て
選
挙
プ
ロ
セ
ス
に
健
全
な
も
の
で
は
な
い
と
問
題
視
す
る
。
へ
ー
ゼ
ン
に
よ

れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
の
テ
キ
ス
ト
送
信
の
登
場
に
よ
っ
て
、
安
い
言
論
（cheap

speech

）
が
マ
イ
ク
ロ
ド
ナ
ー
の
寄

付
を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。
マ
イ
ク
ロ
ド
ナ
ー
は
、
大
統
領
選
挙
を
左
右
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
機

能
し
て
い
な
い
公
的
制
度
を
補
償
し
、
メ
デ
ィ
ア
が
ネ
ッ
ト
を
後
追
い
す
る
こ
と
で
、
選
挙
戦
略
を
左
右
す
る
だ
ろ
う
と
分
析
す
る
。

メ
デ
ィ
ア
受
け
す
る
候
補
者
は
、
マ
イ
ク
ロ
ド
ナ
ー
以
外
の
資
金
を
調
達
す
る
候
補
者
と
争
う
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
マ
イ
ク
ロ
ド
ナ
ー
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
政
治
的
平
等
の
中
身
が
変
容
し
、
大
統
領
候
補
者
の
質
と
タ
イ
プ

が
変
化
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
変
化
は
積
極
的
、
消
極
的
両
方
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
（
４２
）

い
う
。

４
―
３．

カ
ー
ラ
ン
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
・
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ

次
に
、
経
済
的
説
明
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
カ
ー
ラ
ン
（P

am
ela
K
arlan

）
を
中
心
に
議
論
す
る
。

カ
ー
ラ
ン
と
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
（Sam

uel
Issacharoff

）
に
よ
れ
ば
、
選
挙
運
動
規
制
法
は
、
独
占
禁
止
法
の
側
面
を
共
有
し
て
い

る
。
彼
ら
は
、
政
治
は
不
完
全
な
財
（incom

pletely
com
m
odified

process

）
で
あ
る
と
考
え
る
。

選
挙
運
動
規
制
法
の
目
的
は
、
あ
る
経
済
的
市
場
で
経
済
的
に
圧
倒
的
な
力
を
有
し
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
政
治
と
い
う
「
市
場
」

で
候
補
者
と
の
不
当
な
結
び
つ
き
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
あ
る
経
済
市
場
の
勝
者
が
別
の
市
場
に
そ
の
力
を
持
ち
込
む
現
象
を
経
済
学

で
は
、
代
替
効
果
（substitution

effect

）
と
い
う
。
投
票
制
度
は
、
財
に
還
元
で
き
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
民
主
主

義
で
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
交
換
を
通
じ
て
、
指
導
者
の
選
択
を
行
わ
な
い
。
例
え
ば
、
選
挙
制
度
に
お
い
て
候
補
者
Ａ
に
対
す
る
一

票
を
五
ド
ル
で
売
却
す
る
有
権
者
は
、
候
補
者
Ａ
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
候
補
者
Ａ
が
有
権
者
Ｘ
に
五
ド
ル
と
い
う
対

価
を
支
払
っ
て
し
ま
え
ば
有
権
者
Ｘ
に
対
す
る
責
任
を
免
れ
る
と
有
権
者
が
自
分
の
投
票
義
務
を
考
え
る
場
合
、
有
権
者
を
代
表
す
る
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と
い
う
候
補
者
の
義
務
は
無
意
味
に
な
る
。

彼
女
ら
は
、
投
票
の
不
正
取
引
商
人
が
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
歪
曲
す
る
と
問
題
視
す
る
。
政
治
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
市
場
に
お
い
て
、

法
律
に
よ
っ
て
不
正
（unfair

）
な
力
を
統
制
す
る
課
題
が
存
在
す
る
。
彼
女
ら
は
、
レ
ビ
ン
ソ
ン
（D

aryl
L
evinson

）
の
言
葉
を

借
り
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
深
刻
に
衝
突
し
て
い
る
と
い
う
。
一
人
一
票
の
原
則
が
歪
め
ら
れ
て
（
４３
）

い
る
。
彼
女
は
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
多
元

的
な
利
害
が
衝
突
す
る
舞
台
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
通
常
、
有
権
者
は
、
経
済
的
視
点
か
ら
政
治
に
関
す
る
判
断
を
下
し
て
い
る
。

大
企
業
、
労
働
組
合
は
、
自
分
た
ち
の
望
む
特
定
の
政
治
的
結
果
に
向
け
て
行
動
す
る
結
果
、
政
治
と
い
う
市
場
に
無
関
心
な
大
衆
と
、

参
加
し
な
い
市
民
が
生
み
だ
さ
れ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、
必
ず
し
も
「
政
治
」
が
市
場
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
批
判
も
（
４４
）

あ
る
。

カ
ー
ラ
ン
に
対
す
る
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
（B

ruce
A
ckerm

an

）
の
批
判
を
検
討
す
る
。

ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
憲
法
構
造
を
二
元
的
に
理
解
す
る
。
通
常
政
治
と
高
次
の
法
形
成
と
し
て
の
憲
法
政
治
の
二
つ
で
あ
る
。
憲
法
政

治
は
、
起
草
期
、
南
北
戦
争
後
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
経
験
し
た
大
き
な
変
化
に
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
時

代
、
人
々
は
、
国
家
の
行
く
末
に
つ
い
て
熟
慮
し
た
選
択
を
行
い
、
代
表
者
は
、
そ
の
選
択
を
ウ
ィ
・
ザ
・
ピ
ー
プ
ル（W

e
the
P
eo-

ple

）
の
名
の
下
に
行
使
す
る
。
憲
法
の
瞬
間
（C

onstitutional
M
om
ent

）
と
は
人
民
が
純
粋
に
同
意
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
こ
の
変

化
後
、
人
々
は
眠
り
に
つ
き
、
通
常
の
政
治
に
回
帰
す
る
と
い
う
。
本
原
稿
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
の
立
場
で
は
、
代

表
者
や
候
補
者
は
、
ウ
ィ
・
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
の
た
め
に
通
常
、
直
接
的
に
働
い
て
い
な
い
と
考
（
４５
）

え
る
。
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
カ
ー
ラ
ン

と
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
を
「
新
し
い
水
力
学
（new

hydraulicists

）」
と
名
付
け
て
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

第
一
に
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
カ
ー
ラ
ン
と
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
選
挙
活
動
の
支
出
を
減
少
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
再
び
候

補
者
と
資
金
を
つ
な
げ
る
（channel

）
主
張
だ
、
と
批
判
し
て
（
４６
）

い
る
。
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し
か
し
、
カ
ー
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
水
力
学
は
、
別
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
と
反
論
す
る
。
政
治
上
の
資
金
は
水
と
同
じ
で
、
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
っ
て
、
選
挙
運
動
資
金
は
、
小
選
挙
区
と
勝
者
が
全
て
を
得
る
（
ウ
ィ
ナ
ー
・
テ
イ
ク
ス
・
オ
ー
ル
）
と
相
互
に

作
用
し
（
４７
）

あ
う
。

第
二
に
、
カ
ー
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
治
家
は
だ
れ
が
寄
付
し
た
か
、
を
特
定
で
き
な
い
が
、
集
金
者
を
通
じ
て
、
特
定
の
業
界
の
経

済
的
社
会
的
利
益
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

し
か
し
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
治
家
が
、
特
定
の
寄
付
者
を
個
人
ベ
ー
ス
で
特
定
で
き
な
い
限
り
、
寄
付
者
は
、
寄
付
の

対
価
を
得
る
と
い
う
期
待
を
抱
か
な
い
の
だ
か
ら
、
私
的
利
益
よ
り
も
公
的
な
利
益
を
考
慮
し
た
結
果
、
大
規
模
な
寄
付
を
行
う
の
だ
、

と
い
う
。

第
三
に
、
カ
ー
ラ
ン
と
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
政
治
資
金
の
集
金
者
（
相
談
役
）
が
、
候
補
者
に
対
し
て
、
資
金
の
一
部
が
、
特
定
の

分
野
か
ら
振
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
同
意
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
彼
ら
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
で
問
題
と
な
っ
た
、
企
業
や
組
合
が
一
般
財
源
と
分
離
し
た
基
金
を
設
立
し
て
電
子
通
信
を
利
用
す
る
争
点
を
予
想
し
て
い
る
。

た
だ
し
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
候
補
者
が
、
寄
付
者
の
属
す
る
分
野
の
利
益
を
候
補
者
自
身
の
政
治
的
主
張
に
組
み
込
ん
で
も

問
題
は
な
い
。
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
寄
付
者
を
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寄
付
者
の
私
的
利
益
を
超
え
て
、
候

補
者
は
公
的
な
使
命
を
考
え
る
に
至
る
と
い
う
。
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
カ
ー
ラ
ン
が
政
治
的
平
等
を
強
調
す
ぎ
る
と
批
判
す
る
。
ア
ッ

カ
ー
マ
ン
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
政
治
的
平
等
の
議
論
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
発
展
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
愛
国

者
の
資
金
と
腐
敗
と
の
間
に
関
連
性
は
存
在
し
な
い
。

寄
付
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
の
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
の
見
解
を
カ
ー
ラ
ン
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
カ
ー
ラ
ン
は
、
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
が
政
治
家
に
対
す
る
盲
信
（blind

trust

）
に
よ
っ
て
、
車
を
売
る
よ
う
に
至
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
の
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仮
想
実
験
を
批
判
す
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
に
関
心
が
あ
る
の
は
裕
福
な
者
た
ち
だ

け
だ
、
と
候
補
者
は
認
識
し
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
匿
名
と
い
う
制
度
を
通
じ
て
、
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
の
関
係
者
以
外
に
も
十
分
に
裕
福
な
人
々
が

い
る
の
だ
か
ら
、
経
済
的
な
力
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
意
思
を
実
現
す
る
と
い
う
対
価
を
得
る
と
い
う
制
度
ま
で
に
は
至
ら
な
い
と
再

反
論
す
る
。

カ
ー
ラ
ン
の
主
張
は
、
へ
ー
ゼ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
労
働
組
合
か
ら
多
大
な
支
持
を
受
け
て
い
た
点
を
裏
付
け

て
い
る
。
カ
ー
ラ
ン
と
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
ど
の
寄
付
者
か
ら
ど
れ
だ
け
の
寄
付
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
有
権
者
自
身
も
判
ら
な
い
と
い

う
意
味
で
、
有
権
者
に
提
供
さ
れ
る
情
報
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
点
で
一
致
す
る
。
し
か
し
、
次
の
点
で
分
岐
す
る
。

カ
ー
ラ
ン
は
、
候
補
者
と
特
定
の
利
益
団
体
の
結
び
つ
き
を
想
定
さ
せ
る
こ
と
は
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
健
全
な
機
能
に
望
ま
し
く
な

い
と
考
（
４８
）

え
る
。
し
か
し
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
、
候
補
者
の
選
挙
活
動
の
主
義
や
主
張
を
知
る
こ
と
で
、
有
権
者
は
十
分
に
推
測
可
能
で

あ
っ
て
も
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
有
害
で
あ
る
と
ま
で
は
考
え
な
い
。
政
治
の
世
界
で
も
、
寄
付
の
対
価
と
い
う
（quid

pro
quo

）
上
、

匿
名
性
が
不
均
衡
（
あ
る
い
は
そ
の
外
観
）
を
引
き
お
こ
す
と
い
う
。
寄
付
の
匿
名
性
が
第
一
修
正
と
矛
盾
す
る
点
で
は
、
後
述
す
る

ケ
ー
ガ
ン
も
同
調
し
て
（
４９
）

い
る
。

そ
れ
で
は
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
に
反
対
す
る
カ
ー
ラ
ン
と
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
の
違
い
は
ど
こ
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

カ
ー
ラ
ン
は
市
場
原
理
を
政
治
活
動
規
制
に
持
ち
込
む
。
カ
ー
ラ
ン
に
よ
れ
ば
政
治
と
は
不
完
全
な
財
で
あ
る
と
い
う
。
政
治
市
場

と
経
済
的
市
場
の
相
違
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
民
主
主
義
が
多
元
主
義
（
プ
リ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
）
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
と
い
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
ほ
ど
経
済
的
視
点
を
持
ち
込
ま
な
い
と
カ
ー
ラ
ン
自
身
は
主
張
す
る
。

市
場
原
理
に
よ
る
説
明
だ
け
で
、
選
挙
プ
ロ
セ
ス
を
正
確
に
理
解
で
き
な
い
と
主
張
（
５０
）

す
る
。
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イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
は
、
公
共
選
択
論
と
独
占
禁
止
法
に
基
づ
い
て
理
論
を
組
み
立
て
る
。
選
挙
運
動
規
制
は
、
候
補
者
に
流
れ
る
政
治

資
金
の
供
給
を
滞
ら
せ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
制
度
全
体
の
総
量
と
一
人
の
個
人
が
献
金
で
き
る
金
額
と
の
両
方
を

制
限
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
の
見
解
で
は
、
候
補
者
へ
の
経
済
的
な
供
給
だ
け
を
制
限
す
る
と
市
場
の
供
給
量
全
体
が
低

下
す
る
。
候
補
者
が
安
価
な
資
金
源
を
求
め
る
に
至
れ
ば
、
全
体
と
し
て
政
治
資
金
の
総
量
は
減
少
す
る
。
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
と
カ
ー
ラ

ン
は
最
大
与
党
と
現
職
者
は
第
三
者
の
介
入
を
妨
害
し
よ
う
と
い
う
点
で
問
題
意
識
を
共
有
す
る
が
、
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
は
独
禁
法
制
度

の
利
用
を
強
く
提
案
す
る
。

独
禁
法
の
採
用
に
つ
い
て
、
多
少
の
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
と
カ
ー
ラ
ン
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
が
与
党
や
現
職
側
で
は

な
く
野
党
側
に
厳
し
く
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
一
致
す
る
。
彼
ら
は
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
の
衝
突
か
ら
候
補

者
自
身
を
守
る
た
め
、
あ
る
い
は
現
職
者
自
身
の
再
選
の
た
め
に
、
制
度
が
組
織
、
運
営
さ
れ
る
点
を
指
摘
す
る
。
二
人
は
、
水
力
学

と
代
替
効
果
を
用
い
て
、
政
治
資
金
は
水
と
同
様
に
ど
こ
に
で
も
流
れ
る
も
の
で
あ
り
。
地
上
か
ら
完
全
に
消
え
る
こ
と
は
な
い
と
主

張
し
て
い
る
。
政
治
活
動
規
制
に
お
い
て
特
定
の
政
治
資
金
の
支
出
規
制
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
水
と
同
様
、
資
金
が
低
地
に
流
れ
る

の
と
同
様
、
規
制
し
て
も
別
の
場
所
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と
（
５１
）

い
う
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
本
件
審
理
に
お
い
て
、§

311

の
但
書
開
示
規
定
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
広
告
を
対
象
に
し
て
お

り
、
印
刷
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
対
象
に
し
て
い
な
い
、
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
側
は
主
張
し
て
い
た
。
キ
ャ
サ
リ
ン
サ

リ
バ
ン
（K
athleen

Sullivan

）、
カ
ー
ラ
ン
、
イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
は
、
開
示
要
件
が
市
場
規
制
の
一
つ
で
あ
る
と
考
（
５２
）

え
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
（N

elson

）
は
、
開
示
要
件
は
需
要
側
の
規
制
で
あ
り
、
政
治
資
金
の
需
要
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
る
。
政
治
家
は
開
示
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ネ
ル
ソ
ン
に
よ
れ
ば
開
示
要
件
は
目
的
と
実
質
に
お
い
て
、
制
限
と
は
異
な
る

効
果
を
及
ぼ
す
と
み
な
し
て
（
５３
）

い
る
。
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４
―
４.

言
論
の
自
由
に
関
す
る
利
益
団
体
と
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
考
察

政
治
プ
ロ
セ
ス
と
利
益
団
体
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
言
論
の
自
由
の
価
値
と
熟
議
民
主
主
義
の
関
係
を
素
材
に
す
る
サ
ン
ス
テ
ィ
ン

（C
ass

Sunstein

）
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
を
批
判
す
る
。
彼
は
、
言
論
の
自
由
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
前
は
、
契
約
の
自
由
に
対
す
る
政
府
の
介
入
が
ロ
ッ
ク
ナ
ー
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
き
た
が
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
後
、
政
府
の
介
入
が
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
前
は
、
既
存
の
資
源
及
び
機
会
の
分
配
は
、

政
治
以
前
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、
バ
ッ
ク
レ
ー
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
前
の
考
え
を
踏
襲
し

て
い
る
と
い
う
。
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
は
、
最
近
の
選
挙
活
動
規
制
が
個
人
寄
付
・
ハ
ー
ド
マ
ネ
ー
規
制
に
動
く
結
果
、
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
の

必
要
性
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
至
る
こ
と
を
指
摘
し
て
（
５４
）

い
る
。

サ
ン
ス
テ
ィ
ン
が
熟
議
民
主
主
義
と
し
て
理
解
し
て
バ
ッ
ク
レ
ー
を
批
判
す
る
一
方
、
カ
ー
ラ
ン
や
ラ
イ
ト
（Skelly

W
right

）

の
よ
う
に
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
バ
ッ
ク
レ
ー
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
に
よ
れ
ば
、
現
実
の
世
界

に
は
様
々
な
利
益
、
価
値
観
と
、
価
値
観
に
基
づ
く
立
場
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
利
益
や
価
値
観
に
従
っ
た
個
人
の
行
動
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
府
の
介
入
が
可
能
か
、
を
議
論
す
る
。
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
の
内
部
に
も
様
々
な
立
場
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

様
々
な
価
値
観
に
基
づ
く
制
度
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
価
値
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
、
そ
の
中
の
合
理
的
な
制
度
だ
け
が
許
容
で
き
る

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
人
々
に
共
通
す
る
善
は
、
交
渉
の
末
に
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
団
体
の
交

渉
に
つ
い
て
交
渉
と
可
能
と
す
る
最
低
限
度
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
団
体
は
、
他
の
組
織
や
団
体

を
尊
重
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

カ
ー
ラ
ン
は
政
治
を
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
理
解
し
て
、
利
益
団
体
の
深
刻
な
衝
突
か
ら
、
選
挙
活
動
の
規
制
を
支
持
し
て
い
た
。

同
じ
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
に
立
つ
ラ
イ
ト
の
立
場
で
も
、
バ
ッ
ク
レ
ー
の
理
解
す
る
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
、
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
と
一
致
す
る
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と
い
う
。
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
で
は
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
、
競
合
す
る
利
益
団
体
の
衝
突
（pulling

and
hauling

）
で
あ
る
。
利
益
団

体
の
圧
力
に
政
府
は
介
入
す
べ
き
で
な
く
、
個
人
が
自
分
で
公
益
が
何
か
、
を
判
断
（
５５
）

す
る
。
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
を
極
端
に
理
解
す
る
と
、

豊
か
な
者
が
政
治
で
勝
利
す
る
結
果
に
つ
い
て
、
政
府
は
責
任
を
負
わ
ず
、
統
制
す
る
義
務
も
負
わ
な
い
こ
と
に
も
な
る
。

た
し
か
に
カ
ー
ラ
ン
の
主
張
す
る
と
お
り
、
バ
ッ
ク
レ
ー
以
降
の
判
決
は
、
議
会
制
定
法
が
、
場
合
に
よ
っ
て
議
会
で
利
益
団
体
の

妥
協
（
あ
る
い
は
交
渉
の
）
の
産
物
と
な
り
、
連
邦
法
の
文
言
は
、
委
員
会
で
の
議
論
で
起
草
者
の
当
初
の
理
想
を
離
れ
て
し
ま
い
、

文
言
が
刻
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
バ
ッ
ク
レ
ー
と
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
を
バ
イ
パ
ス
す
る
こ
と
で
、
ベ
ロ
ッ

テ
ィ
ー
以
降
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
ま
で
、
連
邦
最
高
裁
は
企
業
の
独
立
支
出
を
支
持
し
て
き
た
。
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
を
通
じ
て
企
業
は
政
治
活

動
に
多
額
の
資
金
を
投
入
し
て
き
た
。

例
え
ば
、
ビ
バ
ー
（L

illian
B
eV
ier
）
は
、
候
補
者
が
公
的
な
利
益
よ
り
も
個
人
的
な
利
益
を
志
向
す
る
と
い
う
制
度
上
の
問
題

を
指
摘
す
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
選
挙
活
動
改
革
は
、
第
一
修
正
の
価
値
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
選
挙
運
動
改
革
法
に
つ
い

て
緩
や
か
な
司
法
審
査
基
準
を
導
く
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
は
、
こ
の
現
象
を
無
視
し
て
い
る
。
現
実
の
政
治
を
測
定
す
る
実
行
可
能

で
客
観
的
な
基
準
は
存
在
し
な
い
は
ず
だ
、
と
い
う
。
ビ
バ
ー
は
、
政
治
活
動
規
制
に
つ
い
て
立
法
府
を
盲
信
せ
ず
、
憲
法
規
範
が
敵

視
す
る
選
挙
結
果
の
「
歪
曲
」
は
何
か
、
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
示
し
て
い
る
。

イ
サ
チ
ャ
ロ
フ
同
様
、
公
共
選
択
論
を
提
示
す
る
フ
ァ
ー
バ
ー
（D

aniel
F
arber

）
は
、
候
補
者
と
違
い
、
現
職
者
は
再
選
を
目

指
し
て
、
あ
る
い
は
、
将
来
の
世
代
の
た
め
の
立
法
を
行
う
こ
と
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
件
で
は
、
巨
大
な
団
体
が
金
で
立
法

を
買
う
と
い
う
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
利
益
団
体
の
存
在
と
そ
の
影
響
が
連
邦
最
高
裁
の
判
断
を
左
右
し
て
い
る
と
い
う
点
も
指
摘

さ
れ
る
。
フ
ァ
ー
バ
ー
の
立
場
で
は
候
補
者
が
利
己
的
に
動
い
て
他
者
を
排
除
す
る
、
と
い
う
ビ
バ
ー
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
（
５６
）

な
い
。
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な
ぜ
な
ら
本
件
で
問
題
と
な
っ
たB

C
R
A

は
党
派
の
垣
根
を
越
え
て
制
定
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

党
派
の
垣
根
を
越
え
た
立
法
で
あ
っ
て
も
抜
け
穴
が
で
き
て
、
熾
烈
な
選
挙
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
熾
烈
な
選
挙
活
動
の
結
果
、
大
規

模
な
企
業
や
業
界
の
利
益
団
体
の
意
見
が
、
一
般
の
国
民
の
声
を
押
し
の
け
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
評
価
も
で
き
る
。

例
え
ば
カ
ー
ラ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
労
働
組
合
が
組
合
費
用
を
組
合
に
友
好
的
な
代
表
や
政
治
家
を
選
出
す
る
た
め
に
利
用
し

て
い
る
。
特
定
の
業
界
と
政
治
家
が
結
び
つ
く
点
は
、
例
え
ば
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
大
規
模
企
業
や
業
界
の
利
益
団
体
に

支
持
さ
れ
て
い
た
反
面
、
オ
バ
マ
は
労
働
組
合
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
。

フ
ァ
ー
バ
ー
や
ケ
ー
ガ
ン
か
ら
見
れ
ば
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
代
表
者
は
、
自
分
の
財
源
基
盤
を
盤
石
に
す
る
た
め
に
、
利

益
団
体
の
利
益
を
実
現
す
る
類
の
法
律
を
制
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ケ
ー
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
治
改
革
を
代
表
者
に
担
わ

せ
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
政
治
献
金
に
よ
る
汚
職
の
可
能
性
は
、
公
的
な
政
治
的
言
論
を
平
等
化
さ
せ
る
制
度
そ

の
も
の
か
ら
発
生
し
て
（
５７
）

い
る
。
内
容
中
立
規
制
と
異
な
り
、
選
挙
運
動
改
革
法
は
内
容
基
準
規
制
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
平
等
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
法
律
は
、
立
法
者
自
身
の
見
解
を
促
進
さ
せ
、
他
者
の
見
解
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
な
り
、
決
定

プ
ロ
セ
ス
を
歪
曲
さ
せ
る
。
従
っ
て
、
表
現
の
分
野
に
関
す
る
規
制
を
再
構
築
さ
せ
よ
う
と
い
う
代
表
者
の
動
機
は
そ
も
そ
も
疑
っ
て

か
か
る
べ
き
で
（
５８
）

あ
る
。

サ
リ
バ
ン
も
ケ
ー
ガ
ン
同
様
に
、
選
挙
上
の
影
響
を
平
等
化
さ
せ
る
と
い
う
主
張
は
、
一
人
一
票
そ
し
て
一
ド
ル
の
原
則
に
の
っ

と
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
選
挙
運
動
改
革
法
自
体
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
言
論
の
自
由
は
フ
ォ
ー
マ
ル
と
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
二
つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
サ
リ
バ
ン
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
に
お
け
る
証
言
が
裁
判
所
規
則
に
よ
っ
て
統

制
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
投
票
」
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
面
で
は
、
疑
わ
し
い
け
れ
ど
も
政
府
の
利
益
が
た
し
か
に
存
在
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
面
で
は
、
第
一
修
正
は
、
言
論
の
影
響
の
平
等
化
と
い
う
規
範
を
除
外
し
て
い
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る
と
主
張
し
て
（
５９
）

い
る
。

平
等
化
と
い
う
点
で
は
、
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
裕
福
な
者
か
ら
の
支
出
を
制
限
す
る
と
い
う
方
法
、

も
う
一
つ
が
資
金
の
乏
し
い
者
を
補
助
、
援
助
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
概
し
て
、
サ
リ
バ
ン
も
ケ
ー
ガ
ン
も
前
者
の

意
味
で
平
等
化
を
議
論
し
て
い
る
。

ポ
ー
（L

.A
.
P
ow
e

）
や
オ
バ
ー
ト
ン
（O

verton

）
は
、
理
由
づ
け
は
異
な
る
が
、
補
助
を
支
持
す
る
。
ポ
ー
は
、
市
場
を
強
化

す
る
た
め
に
、
特
定
の
話
者
の
議
論
を
抑
え
る
こ
と
は
、
第
一
修
正
の
原
理
に
反
す
る
と
い
う
。
選
挙
活
動
に
お
い
て
、
財
政
補
助
を

提
供
す
れ
ば
、
裕
福
な
者
の
影
響
力
は
相
対
的
に
減
少
す
る
と
（
６０
）

い
う
。

オ
バ
ー
ト
ン
は
、
一
般
の
市
民
は
大
き
な
選
挙
で
は
、
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
腐
敗
や
平
等
化
を
議
論
す
る
の
で
は
な

く
、
一
般
の
市
民
が
選
挙
活
動
の
機
会
を
得
る
よ
う
に
税
の
優
遇
措
置
な
ど
の
財
政
援
助
を
行
う
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。

フ
ァ
ー
バ
ー
の
選
挙
資
金
に
関
す
る
考
察
は
、
制
定
法
プ
ロ
セ
ス
を
利
益
団
体
が
歪
め
る
と
い
う
現
象
を
指
摘
し
て
い
る
。
他
方
で
、

フ
ァ
ー
バ
ー
は
ケ
ー
ガ
ン
ほ
ど
に
、
代
表
者
を
敵
視
せ
ず
、
代
表
者
は
、
一
般
の
有
権
者
の
大
き
な
利
益
や
、
将
来
の
世
代
の
た
め
に

法
律
を
制
定
し
よ
う
と
運
動
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。

オ
バ
マ
は
、Y
ouT
ube

と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
選
挙
活
動
に
成
功
し
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
が
大
企
業
よ
り
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
草
の
根
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
利
用
し
た
と
い
う
点
で
、「
選
挙
と
金
」
と
い
う
争
点
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
政
治
資
金
を
介
在
さ
せ
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
発
言
が
成
功
す
る
可
能
性
が
、
も
し
実
証
さ
れ
れ
ば
大
統

領
選
挙
に
限
ら
ず
、
一
般
の
選
挙
で
も
、
相
対
的
に
伝
統
的
な
利
益
団
体
の
影
響
力
は
弱
く
な
り
、
業
界
の
利
益
団
体
の
実
現
の
た
め

に
、
必
ず
し
も
候
補
者
は
動
か
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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お
わ
り
に

二
〇
一
〇
年
一
月
の
判
決
は
憲
法
学
者
・
情
報
法
学
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
日
本
で
も
多
く
の
論
文
が
世
に
出
る
だ
ろ
う
と

予
想
さ
れ
る
。
本
論
文
は
、
次
の
視
点
か
ら
批
判
的
に
考
察
し
た
。

表
現
の
自
由
に
関
す
る
連
邦
法
は
、
利
益
団
体
の
妥
協
の
産
物
（
あ
る
い
は
調
整
の
結
果
）
と
し
て
制
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
必

ず
し
も
主
権
者
に
最
大
限
の
効
用
を
与
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
他
方
で
、
代
表
者
は
主
権
者
の
た
め
に
、
再
選
の
た
め
に
、
あ
る
い
は

将
来
世
代
の
利
益
の
た
め
に
制
定
法
を
通
過
さ
せ
よ
う
と
活
動
す
る
場
合
も
あ
る
。

連
邦
議
会
は
一
九
七
〇
年
代
に
バ
ッ
ク
レ
ー
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
以
来
、
選
挙
活
動
に
関
す
る
法
律
を
改
正
し
て
き
た
。

バ
ッ
ク
レ
ー
以
降
の
判
決
は
、
議
会
制
定
法
が
、
場
合
に
よ
っ
て
利
益
団
体
の
妥
協
や
交
渉
の
産
物
と
な
り
、
委
員
会
レ
ベ
ル
の
議

論
で
起
草
者
の
当
初
の
理
想
を
離
れ
て
し
ま
い
、
文
言
が
骨
抜
き
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
現
実
の
政
治
の
妥
協
や
調

整
を
測
定
す
る
客
観
的
な
基
準
は
存
在
し
な
い
。
選
挙
活
動
規
制
に
つ
い
て
立
法
府
を
盲
信
せ
ず
、
憲
法
規
範
の
敵
視
す
る
選
挙
の
歪

曲
は
何
か
、
を
問
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

政
治
過
程
の
理
解
に
つ
い
て
、
経
済
的
市
場
、
熟
議
民
主
主
義
、
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
、
憲
法
政
治
、
公
共
選
択
論
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
が
存
在
す
る
。
経
済
的
に
豊
か
な
者
が
政
治
と
い
う
市
場
で
優
位
な
立
場
を
得
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
問
題
意
識
は
共
有
し
て
も
、

そ
の
立
場
か
ら
選
挙
活
動
規
制
に
つ
い
て
異
な
る
帰
結
に
至
る
。

熟
議
民
主
主
義
の
サ
ン
ス
テ
ィ
ン
は
バ
ッ
ク
レ
ー
を
批
判
し
、
最
近
の
選
挙
活
動
規
制
が
個
人
寄
付
・
ハ
ー
ド
マ
ネ
ー
規
制
に
動
く

結
果
、
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
の
必
要
性
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
至
る
と
い
う
。

ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
で
は
、
現
実
の
世
界
に
は
様
々
な
利
益
、
価
値
観
と
、
価
値
観
に
基
づ
く
立
場
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ

１１４選挙活動と表現の自由に関する考察 ２０１０年シティズンユナイテッド判決を中心に



ら
の
利
益
や
価
値
観
に
従
っ
た
個
人
の
行
動
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
府
の
介
入
が
可
能
か
、
を
議
論
す
る
。
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
の

内
部
に
も
様
々
な
立
場
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
様
々
な
価
値
観
に
基
づ
く
制
度
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
価
値
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
、

そ
の
中
の
合
理
的
な
制
度
だ
け
が
許
容
で
き
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
人
々
に
共
通
す
る
善
は
、
交
渉
の
末
に
生
み
出
さ
れ
る
。

ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
団
体
の
交
渉
に
つ
い
て
交
渉
と
可
能
と
す
る
最
低
限
度
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
と
さ

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
団
体
は
、
他
の
組
織
や
団
体
を
尊
重
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

カ
ー
ラ
ン
は
現
実
の
「
政
治
」
を
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
理
解
し
て
、
利
益
団
体
の
深
刻
な
衝
突
か
ら
、
選
挙
活
動
の
規
制
を
支
持

し
て
い
た
。
同
じ
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
に
立
つ
ラ
イ
ト
の
立
場
で
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
の
理
解
す
る
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
、
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム

と
一
致
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。

ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
で
は
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
、
政
治
は
競
合
す
る
利
益
団
体
の
衝
突
で
あ
る
。
利
益
団
体
の
圧
力
に
政
府
は
介
入
す

べ
き
で
な
く
、
個
人
が
自
分
で
公
益
が
何
か
、
を
判
断
す
る
。
ピ
ュ
ル
ラ
リ
ズ
ム
を
極
端
に
理
解
す
る
と
、
豊
か
な
者
が
政
治
で
勝
利

す
る
結
果
に
つ
い
て
、
政
府
は
責
任
を
負
わ
ず
、
統
制
す
る
義
務
も
負
わ
な
い
こ
と
に
も
な
る
。

公
共
選
択
論
で
は
、
代
表
者
は
主
権
者
の
有
権
者
の
利
益
の
た
め
に
必
ず
し
も
「
政
治
」
で
働
く
わ
け
で
は
な
い
。
議
会
制
定
法
は

主
権
者
に
最
大
限
の
経
済
的
効
用
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
な
い
。
代
表
者
は
再
選
の
た
め
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
を
現
在
支
持
し
て
い

な
い
将
来
世
代
の
代
表
者
の
た
め
に
法
律
を
制
定
す
る
場
合
も
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
が
、
ど
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
至
る
連
邦
最
高
裁
は
、
一
般
の
有
権
者

の
声
が
、
大
企
業
や
有
力
な
業
界
団
体
に
よ
っ
て
押
し
の
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
憂
慮
す
る
連
邦
議
会
の
努
力
を
認
め
て
き
た
。
候
補

者
と
有
権
者
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
巨
大
な
組
織
、
団
体
が
金
で
立
法
を
買
う
と
い
う
政
治
プ
ロ
セ
ス
上
の
利
益
団
体
の
存
在
と
影

響
を
連
邦
最
高
裁
は
一
定
程
度
、
認
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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政
治
活
動
規
制
に
は
、
内
容
基
準
規
制
、
見
解
中
立
規
制
、
言
論
助
成
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。
言
論
助
成
で
あ
れ
ば
、

裕
福
な
者
の
影
響
力
は
相
対
的
に
減
少
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。Y

outube

と
い
っ
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
っ
て
、
伝

統
的
な
利
益
団
体
の
影
響
力
は
低
く
な
り
、
必
ず
し
も
利
益
団
体
の
期
待
通
り
に
候
補
者
は
動
か
な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

主
権
者
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
邦
議
会
の
努
力
は
二
〇
〇
二
年
に
超
党
派
の
連
邦
法
と
し
て
結
晶
化
し
た
。
し
か
し
、
シ
テ
ィ

ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、
過
去
の
マ
コ
ネ
ル
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
破
棄
し
て
い
る
。
今
年
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
が
引
退
す
る
後
、
ケ
ー

ガ
ン
が
連
邦
最
高
裁
に
入
る
か
ど
う
か
、
で
今
後
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
バ
ッ
ク
レ
ー
が
誤
っ
た
方

向
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
た
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
第
一
修
正
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
で
判
断
さ
れ
る
。
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
規
制
の
境
界
線
に
お
い
て
、

起
草
者
の
予
想
さ
れ
な
い
争
点
を
生
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
件
で
は
特
別
化
さ
れ
る
ほ
ど
の
特
性
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
。
シ

テ
ィ
ズ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
で
は
、
従
来
の
大
統
領
選
挙
・
予
備
選
挙
と
比
べ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
多
用
さ
れ
、
電
子
上
で
も
候
補
者

を
擁
護
、
あ
る
い
は
批
判
す
る
内
容
が
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
が
あ
る
。
ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登

場
に
よ
る
草
の
根
的
な
情
報
発
信
を
前
に
し
て
、
大
統
領
選
挙
は
大
き
く
変
容
し
て
き
た
。

本
原
稿
中
の
考
察
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
見
出
さ
れ
る
。
政
治
活
動
に
関
す
る
支
出
を
今
後
、
ネ
ッ
ト
上
で
ど
の
情
報
を
、

何
時
、
ど
の
よ
う
に
公
開
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
な
ど
、
今
後
、
日
本
で
も
同
様
の
議
論
が
期
待
さ
れ
る
。

（
本
論
文
は
平
成
二
十
二
年
度
駿
河
台
大
学
特
別
研
究
費
の
助
成
を
受
け
た
。）

（
六
月
二
九
日
脱
稿
）

（
１
）

C
itizen

U
nited

v.F
E
C
,130

S.C
t.876,175

L
.E
d.2d

753

（2010
）.
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３
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M
cC
onnellv.F

E
C
,540

U
.S.93

（2003

）.

（
４
）

F
irst
N
at.B

ank
of
B
oston

v.B
ellotti,435

U
.S.765

（1978

）.

（
５
）

D
avis

v.F
E
C
,554

U
.S._

（2008

）.

（
６
）

F
E
C
v.W

isconsin
R
ight

to
L
ife,Inc.,551

U
.S._

（2007

）.

（
７
）

B
uckley

v.V
aleo,424

U
.S.1

（1976

）.

（
８
）

佐
藤
幸
治
『
憲
法
と
そ
の
物
語
性
』（
有
斐
閣

２
０
０
３
年
）。

（
９
）
〈http://w

w
w
.citizensunited.org/

〉

（
１０
）
〈http://w

w
w
.hillarythem

ovie.com
/

〉

（
１１
）

T
he
B
ipartisan

C
am
paign

R
eform

A
ct
of
2002

（B
C
R
A
,M
cC
ain

―F
eingold

A
ct,P
ub.L

.107

―155,116
Stat.81.

）

（
１２
）

434

（f

）（3

）（A

）.11
C
F
R
§
100.29

（a
）（2

）.

（
１３
）

C
itizens

U
nited

v.F
E
C
,530

F
.Supp.2d

274

（2008

）.

（
１４
）

オ
バ
マ
氏
は
、
二
〇
〇
八
年
民
主
党
大
会
八
月
二
七
日
に
民
主
党
の
大
統
領
候
補
者
に
指
名
さ
れ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
同
年
八
月
一

八
日
に
訴
訟
事
件
表
に
記
載
し
た
。

（
１５
）

F
ederalE

lection
C
om
'n
v.W

isconsin
R
ight

T
o
L
ife,Inc.

（W
R
T
L

）,551
U
.S.449,127

S.C
t.2652

（2007

）.

（
１６
）

F
irst
N
at.B

ank
of
B
oston

v.B
ellotti,435

U
.S.765

（1978
）.

（
１７
）

18
U
.S.C
.§
608

（b

）.

（
１８
）

18
U
.S.C
.§
608

（e

）.

（
１９
）

A
ustin,494

U
.S.,at

660.

（
２０
）

D
avis

v.F
E
C
,554

U
.S._,128

S.C
t.2759

（2008

）.
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（
２１
）

N
ew
Y
ork
State

B
d.of

E
lections

v.L
opez

T
orres,552

U
.S.196,208

(2008

）.

（
２２
）

C
aperton

v.A
.T
.M
assey

C
oalC

o.,129
S.C
t.2252

（2009

）.
（
２３
）

B
uckley

,at
76.

（
２４
）

F
E
C
v.W

is.R
ight

to
L
ife,Inc.,551

U
.S.at

469

―476

（opinion
of
R
oberts,C

.J.

）.

（
２５
）

A
shw
ander

v.T
V
A
,297

U
.S.288,346

―348

（1936

）（B
randeis,J.,concurring

）.

（
２６
）

こ
の
点
に
つ
い
て
反
対
意
見
は
、
次
を
参
照
す
る
。R

ichard
F
allon,

A
s

―A
pplied

and
F
acial

C
hallenges

and
T
hird

―P
arty

Standing
,113

H
arv.L

.R
ev.1321,1339

（2000

）.

（
２７
）

§
434

（f

）（3
）（A
）.

（
２８
）

F
E
C
v.N
ationalR

ight
to
W
ork
C
om
m
ittee

（N
R
W
C

）,459
U
.S.197

（1982

）.

（
２９
）

F
E
C
v.M

assachusetts
C
itizens

for
L
ife,Inc.（M

C
F
L

）,479
U
.S.238

（1986

）.

（
３０
）

F
E
C
v.B
eaum

ont,539
U
.S.146

（2003

）.

（
３１
）

C
itizen

U
nited

,at
957

―.

（
３２
）

C
itizen

U
nited

,at
850.

（
３３
）

Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
の
先
行
業
績
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

（
３４
）

ロ
ス
・
ペ
ロ
ッ
ト
は
九
二
年
と
九
四
年
に
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
て
い
る
。

（
３５
）
〈http://fec.gov/

〉

（
３６
）

M
atters

U
nder

R
eview

（M
U
R
s

）.

（
３７
）

B
ellotti,435

U
.S.765,776

―777.

（
３８
）

ス
カ
リ
ア
がT

itle
III,
IV

に
つ
い
て
同
意
し
て
、T

itle
I

とV
に
つ
い
て
反
対
し
た
。
判
決
に
一
部
同
意
し
て
、T

itle
II

に
つ
い
て
一

部
反
対
し
た
。
ま
た
、
ト
ー
マ
ス
に
、
ス
カ
リ
ア
が
同
調
し
た
。
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ト
ー
マ
ス
は
、T

itle
III,
IV

に
つ
い
て
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ§

311

と§
318

を
除
い
て
同
意
し
た
。§

318

の
結
論
に
は
同
意
し
た
。
判
決
に
一
部

同
意
し
て
、T

itle
II

に
つ
い
て
一
部
反
対
し
た
。T

itle
I,V

と§
311

に
つ
い
て
は
反
対
し
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
に
レ
ー
ン
キ
ス
ト
、
ス
カ
リ
ア
が
同
調
し
、
新
し
い
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の§

323

（e

）
と
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

202

を
支
持
し
た
意
見
を
除

い
て
同
調
し
た
。
ト
ー
マ
ス
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ§

213

に
つ
い
て
の
意
見
に
同
調
し
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の§

201

、§
202

、§
214

に
一
部
判
決
同
意
、
一
部
反
対
し
た
。

レ
ー
ン
キ
ス
ト
反
対
意
見
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ａ
のT

itle
I,V

に
反
対
し
、
ス
カ
リ
ア
と
ケ
ネ
デ
ィ
が
同
調
し
た
。

（
３９
）
〈http://w

w
w
.m
icham

ber.com
/m
x/aboutus

〉

（
４０
）

A
t
895.（

ム
ー
ト
で
な
い
と
立
証
で
き
て
も
、
争
点
が
繰
り
返
さ
れ
、
避
け
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。）
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W
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P
roceedings

of
C
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L
aw
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R
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F
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D
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J.L
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F
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M
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V
a.L
.R
ev.1745
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カ
ー
ラ
ン
の
説
明
す
る
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
、
市

場
や
市
場
以
外
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
混
合
し
て
説
明
し
て
お
り
、
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
指
摘
。See

also,
John

F
erejohn,
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’s
not
just

talk
,85
V
a.L
.R
ev.1725

（1999

）.

（
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B
ruce

A
ckerm

an,W
E
T
H
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P
E
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P
L
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niversity

P
ress
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（
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A
ckerm
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Ian
A
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he
N
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P
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R
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,91
C
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ev.743
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arlan,E
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C
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U
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V
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D
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C
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Id.
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A
ckerm

an,Id.
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right,P

olitics
and
the
C
onstitution:Is

M
oney

Speech
,85
Y
ale
L
.J.1001,1005,1015

―1019

（1976

）.See
A
lso,

M
oney

and
the
P
ollution

of
P
olitics:Is

the
F
irst
A
m
endm

ent
an
O
bstacle

to
P
olitical

E
quality

,82
C
olum

.L
.R
ev.609

（1982

）.

（
５６
）

L
illian

B
eV
ier,
M
oney

and
P
olitics:

A
P
erspective

on
the
F
irst
A
m
endm

ent
and

C
am
paign

F
inance

R
eform

,
73

C
al.L
.R
ev.1045,1066

―68,71,76

（1985

）.

D
aniel

F
arber,T

he
F
irst
A
m
erdm

ent,234

―243

（2010
）.

（
５７
）

D
avid

Strauss,C
orruption,E

quality,and
C
am
paign

F
inance

,94
C
olum

.L
.R
ev.1369,1383

―86

（1994

）.

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

も
、
一
人
一
票
の
原
則
は
表
現
の
自
由
の
格
差
の
平
等
化
を
導
か
な
い
と
い
う
。
ゲ
リ
マ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
素
材
に
、
ゲ
リ
マ
ン
ダ
リ
ン
グ
を

統
制
す
る
基
準
の
設
定
が
非
常
に
難
し
く
、
結
局
、
現
職
者
の
地
位
を
維
持
さ
せ
て
し
ま
い
が
ち
な
点
を
指
摘
す
る
。

１２０選挙活動と表現の自由に関する考察 ２０１０年シティズンユナイテッド判決を中心に



（
５８
）

K
agan,supra

note
49.

（
５９
）

K
athleen

Sullivan,P
oliticalM

oney
and
F
reedom

of
Speech

,30
U
.C
.D
avis.L

.R
ev.663,664,667

―673

（1997

）.

（
６０
）

L
.A
.P
ow
e,M
ass
Speech

and
the
N
ew
er
F
irst
A
m
endm

ent
,1982

Sup.C
t.R
ev.243,268

―69,282,83.

Spencer
O
verton, T

he
D
onor

C
lass:C

am
paign

F
inance,D

em
ocracy,and

P
articipation

,153
U
.P
a.L
.R
ev.74

（2004

）.
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